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Ⅰ．視察団 メ ンバー 

 

会社名 氏名
1 株式会社アスペックス CSAJ理事 吉田 一也
2 株式会社デザインクリエィション CSAJフェロー 竹原 司
3 株式会社バーズ情報科学研究所 CSAJ理事 村瀬 正典
4 株式会社インフィニテック 芳賀 紳
5 株式会社ヒューマンテクノロジーズ  恵志 章夫
6 株式会社豆蔵ホールディングス 吉田 宏之
7 伊藤忠テクノソリューションズ株式会社 澤登 寿 
8 株式会社セキュア 谷口 才成
9 ネクストウェア株式会社 石垣 国典
10 フルライン株式会社 池上 哲二
11 六元素情報システム株式会社 余平
12 株式会社エフエーサービス 宮内 理英
13 社会保険労務士山田事務所 三井 敏彦
14 株式会社ミクロス ソフトウエア  田中 聰
15 株式会社オズビジョン 鈴木   良
16 株式会社オズビジョン 入江   崇広
17 CSAJ事務局 原 洋一
18 CSAJ事務局 中野 正  

Ⅱ．ス ケ ジ ュ ール① 

1 7月22日(日)
羽 田 空 港 発 8:50 空路、直行便にて香港へ

香 港 着 12:25
香 港 発 到着後、専用車にて深圳へ
深 圳 着

（深圳泊）
2 7月23日(月)

深 圳 滞 終日 ○テンセント社訪問
1. テンセント社訪問 (10:00-12:00)
2　インキュベーションセンター視察

3. 無人コンビニ視察
4. ファーチャンベイ（華強北）視察

（深圳泊）
3 7月24日(火)

深 圳 滞 午前 ○深セン市内視察
1. 顔認識無人店舗
2. 無人ロボット商店

3. シェアリングカー

深 圳 発 16:10 空路、杭州へ
杭 州 着 18:30

到着後、専用車にてホテルへ
（杭州泊）

4 7月25日(水)
杭 州 滞 10:00 ○アリババ社訪問

1. キャンパス視察
2. アリババ社概要・戦略説明

○ショッピングモール「亲橙里(チンチェンリー)」視察

（杭州泊）
5 7月26日(木)

ホ テ ル 発

杭 州 発 視察後、上海へ
上 海 発 13:35 空路、帰国の途へ

羽 田 空 港 17:25 入国手続終了後、解散

日次 月  日　曜 発着地・滞在地
現　地
時　間

摘       要
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Ⅱ．ス ケ ジ ュ ール② ( オ プ シ ョ ン ツ ア ー 「 第16回日中情報サー ビ ス産業懇談会 」 出席 )  

  （ 7 月22日～25日は上記視察ツアーと同じ） 

  

5 7月26日(木)
ホ テ ル 発 7:50

杭 州 発 午前 杭州東 → 済南西
　　　→シェラトンホテル（会場）

17:30 済南市政府によるレセプション
（済南泊）

6 7月27日(金)

済 南 滞 終日

第16回日中情報サービス産業懇談会
参加者:300名
（企業代表200名、政府関係者50名、有識者および専門
家50名）
日中代表者による講演
 パネルディスカッション

17:30 懇談会レセプション
（済南泊）

7 7月28日(土)
ホ テ ル 発 8:40 チェックアウト後、空港へ

済 南 遥 墻 国際 空港 発 11:35 空路、帰国の途へ

羽 田 空 港 着 18:50 入国手続終了後、解散

日次 月  日　曜 発着地・滞在地
現　地
時　間

摘       要
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Ⅲ．は じ めに 

 

 今回、アジアビジネス研究会が主催する視察ツアーで、中国本土を訪問するのは実に 7

年ぶりであった。 

思い起こせば、2011年 10 月末に中国徐州市に於いて、「日・中  企業情報化ソフトウェ

アサミット」（主催： CSAJ ， CISA ）を開催し、当時、両国のソフトウェア産業の相互

理解と協力関係を発展させるために交流に関する覚書の調印を行った。当時は、当研究会

も「中国ビジネス研究会」というグループで活動していた。その時は日中での IT交流が活

発化するものと期待していた。 

しかし、 2012 年に中国各地で反日活動が活発化し、「中国ビジネス研究会」は、その年

に予定していた成都市への訪問をキャンセルすることとなり、研究会としての活動が困難

な状態になった。そして当研究会は活動範囲を広げ、現在の「アジアビジネス研究会」と

なった。 

それから 7 年間はアジア各地を視察しアジアにおけるビジネスの可能性を探ってきた。そ

して今年、中国に戻ってきた。 

7 年間のアジア各国への歴訪は、当研究会としての見聞を広めることと会員企業に対する

ビジネス拡大に向けた情報共有に大いに役立ち、更にいま中国に戻ってきたことは、この

間に起きた中国における ITの変化をあらためて実感するにはよいブランクだったかもしれ

ない。 

以前まではオフショア開発への依存度が高かった中国だが、この 7 年間も急速な経済成長

の速度は緩めることなく拡大している。 

今回のツアーは、いま中国で何が起きていているのか、どこに向かっているのか、そして

日本は中国とどのような付き合い方をしたらいいのかをあらためて探るために、今回は中

国のユニコーン企業であるテンセント（深圳）とアリババ（杭州）の 2 社と、深圳のイン

キュベーションセンターや ITを活用した数々の無人店舗、スーパーマーケットなどを視察

した。 

最新の中国の IT事情の一端ではあるかもしれないが肌で感じることができ、中国の急速な

成長の理由も垣間見ることができた有意義なツアーとなったと思っている。 

今回、このツアーには様々な分野で活躍されている方々が参加され、このツアーと通して、

参加者の方々も、それぞれの視点で何かしらの参考になる情報や気づきがあったのではな

いだろうか。 

その詳細について、後述の参加者による個別のレポートをご覧いただきたい。 

 

                 一般社団法人 コ ン ピ ュ ー タ ソ フ ト ウ ェ ア協会  理事 

                           ア ジ ア ビ ジ ネ ス研究会  主査 

                              株式会社ア ス ペ ッ ク ス 

吉田  一也   
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Ⅳ . 視察等報告  深セ ン～テ ン セ ン ト 社訪問 

 

 

会社名：株式会社デザイン・クリエイション 

氏名 ：竹原 司 

 

報告内容：深圳 その活力源とは‥‥ 

 

今回、数年ぶりで視察として中国を訪問した。ご紹介いただいた方々の尽力、並びに、日

中関係の好転も寄与した。普通では、訪問が困難な世界的IT企業のテンセントやアリババ

の本社を訪問できたのは大きな収穫だった。 

 

深圳への訪問は、個人的には２５年ぶりである。アメリカの大都市のように変貌した中心

街は隅々まで綺麗で昔の中国の雰囲気はどこにも無かった。４０年前、貧しい農漁村だっ

た町にそのころから住んでいた人々は、今では億万長者。古いアパートやビルは建て替え

る都度、価値が数倍に跳ね上がる。それは、今も継続している。 

深圳の GDP は間もなく北京も上海も抜いて、中国最大の経済都市になる見込みだという。

その活力源はどこにあるのか？ 

 

ガイドの方の話によれば、深圳も４０年前に世界の工場を標榜して開発が始まり、電化製

品の製造などで順調に規模を拡大したが、２００８年のリーマンショック以降は成長が停

滞した。それを救ったのがスマートフォンの登場だ。アップルが中国での製造に乗り出し

たことで状況は一変。深圳は世界のスマートフォン工場となり、電子部品の集積地と成っ

て行く。 

今、ゼロからスマホを組み立てる場合、シリコンバレーでは３ヶ月は掛るが、深圳では１

日で出来るという。二桁速度が速いのだ。ハードとソフトが融合した新製品の開発では、

深圳が世界で最も有利と言える。 

その優位性を最大限に活かした企業が、わずか数年で世界最大のドローン企業に成長した

DJI である。香港の学生が起業した DJI は、アメリカで発明されたドローンを瞬く間に製

品化し、世界のトップブランドに伸し上がった。 

深圳の中心に今も残る電子部品の巨大マーケットを訪問したが、大小無数の商店が犇めき、

丁度、日本の昭和３０年代の秋葉原に似た熱気が溢れていた。どのような部品でもここで

全て揃うという。世界のスマートフォンの大部分がここで造られているわけで、最先端の

電子部品が集まっているのは当然だ。知的財産権もなにもあったものではない。 

 

しかし、今回の訪問で、もう一つ、中国の強さの秘密を教えられた。 

これは、深圳中心部、テンセント本社近くのインキュベーションセンターを訪問した時の

こと。アメリカ、シリコンバレーでも同様の施設を訪問したが、そこでのスタートアップ

企業の目標は株式公開である。それがかなわなければ、 GAFA などの巨大企業による買収

が次のゴール。実際、大部分の企業が後者を選ぶことになる。 
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しかし、深圳ではそうではなかった。株式公開は主たる目標ではないという。テンセント

やアリババによる買収でもない。それよりも、自分たちが自分たちの判断で、これまでに

無い新しい面白いサービスを作り出したい、というのだ。株式公開によるキャピタルゲイ

ンというお金よりも、その自由度の方が遙かに重要だという価値観。 

しかし、ベンチャーキャピタルから投資を受けると、それを返すためには、株式公開か買

収しかないでしょうと聞くと、ベンチャーキャピタルからの投資はあまり受けないという。

では、誰が資金を出すのか。それは、個人の資産家だという。その人たちも、投資による

キャピタルゲインなどは求めていないというのだ。既に裕福なので、ベンチャー投資のよ

うな不確実な投資でリターンを求めたりはしないようだ。 

 

では、何を期待してスタートアップに投資するのか！？ 

それは、おもしろいことが出来るかどうかだという。それが社会に新しい変革や価値を生

み出せるかどうか、そのために投資するのだという。確かに、ドローンの製造などは、当

初はおもちゃの製造のようなもので、大きなビジネスになるようなものではなかったはず。

それでも深圳では短期で世界企業になれるだけの資金が集まった。しかし、アメリカでは、

これは起こらなかった。 

 

これは、正に華僑の助け合い精神そのものだと思った。先に豊かになったものが、あとか

ら来る有意な人材を支援する。見返りなど期待せずに。 

 

アメリカにも日本にも無い、中国の強さは、この伝統にあると気付かされた。 

 

中国がかつて、世界の４大発明を成し遂げた背景もここに有ったのではないだろうか。発

明者とその事業化を支え続けた先人が居たということだと思う。今もそれは続いている。 

 

（ 1982 年当時の深セン）      （ 1985 年当時の深セン） 

 

 

 

 

 

 

 

（上記写真とほぼ同位置の現在（華強北電気街 ））  
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会社名：株式会社バーズ情報科学研究所 

氏名 ：村瀬正典 

 

報告内容：騰訊控股有限公司（テンセント） 

視察日時： 2018 年 7 月 23 日１０：００－１２：００ 

 

【テンセント社概要】 
 1998 年11月 12 日 - 中国深圳に設立。 

 2004 年 6 月 16 日  - 香港証券取引所

に上場 

 売上 2377 億 6000 万元（ 2017/12 期） 

 売上高では世界最大のゲーム会社 

 売上 6 割がゲーム・エンターテイメント 

 社員数約 3 万人 

 

【説明内容】 
１． 微信（ウィーチャット） 

 2011年 1 月  - 微信リリース 

 メッセンジャーとソーシャル機能を融合したインスタントメセンジャーアプリ

（「 微（ミニ）＋信（メッセージ ）」 という意味） 

 利用者数は、月間 10 億人超える 

 無料 

２． ウィーチャットペイ 

 微信（ウィーチャット）の決済機能サービス 

 QR コードを利用 

 タクシー、コンビニ、公共料金、飲食店、企業間・個人間の決済などで利用 

 地下鉄、バスでの利用は今年 5 月から 

 決済に際して手数料はなし（支払側、受取側共に） 

 市場として日本を特に重視しているわけではない 

 

【体験】 
深圳のホテルへ到着後、隣接するセブンイレブ

ンで水を購入の際にウィーチャットペイを利用

してみるが、確かにかざすだけで、支払いが終

了し、非常に簡単であった。 

ウィーチャットペイ（アリペイも）が地下鉄、

バスで利用可能と聞いていたので、自由時間に

バス停、駅へ確認にいった。 

バスでは、 IC カードの接触部分の横に QR コード読み取り部分がある一体型の機

器が設置されていた。 
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駅では、券売機での購入時に QR コードが表示さ

れ、切符の購入が可能となっていた。 

改札では、スマホの QR コードをかざして改札を

通る姿も多々みることができた。 

後日確認したところ、深圳では地下鉄、バスに乗

れる IC カード（深圳通）は普及している。ウィ

ーチャットペイで地下鉄、バスの支払いができる

わけではなく、交通用の専用アプリ（ QR コード

利用）と連動して支払いが可能となっているとの

ことであった。 

 

【比較】 
別途訪問した深圳に隣接する中国の特別行政区である香港では、チャージ式の IC

カードであるオクトパスカード（八達通）が普及している。交通機関、スーパーや

コンビニ、ファーストフード店、自販機で使用できる。コンビニやファーストフー

ドでは、ウィーチャットペイ等の支払可能の表記を見たが、中国からの旅行者と思

われる人が QR コードを利用するのを数名見た程度であった。香港の方と思われる

人は、オクトパスカードまたは、オクトパスアプリを利用しており、隣接した地域

ではあるが、中国本土との差が感じられた。 

また、香港と同様に中国の特別行政区であるマカオでは、交通系 IC カードのマカ

オパスが普及しており、バスに乗る人はすべてマカオパスを利用していた。香港同

様にコンビニ等でウィーチャットペイ等の支払可能の表記を見たが、 QR コードを

利用する姿は見ることができなかった。 

 

【所感】 
調べてみると香港のオクトパスカードは 1997 年、マカオのマカオパスは 2007 年

に登場している。日本の suica は 2001 年であり、キャッシュレスに近い日常を日

本でも過ごすことができている。 

IC カード並びに IC カードアプリが普及している香港、マカオで QR コード決済

があまり普及していないのは、改めて利用する必要がないからと考えられる。しか

し、非接触型 IC カードシステムを導入できる企業、費用負担が可能な店が利用可

能店舗となっている。 

深圳では、店にレジがなくても、スマホやタブレットを用いれば初期費用を安く抑

えることができるという点と、電子マネーの受渡しに手数料をとっていないという

2 点が普及の土台となっている。 

日本では、利用者は、電子マネーは複数存在し、慣れているので、電子マネーとし

ての QR コード決済が必要という訳ではない。日本におけるスマホの QR コード決

済は、店舗における手数料の発生如何によって、普及の方向性が分かれると今回の

視察で推察した。 

                                      以上
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会社名：株式会社インフィニテック 

氏名 ：芳賀 紳 

 

報告内容：騰訊控股有限公司（テンセント ）、 深セン市内視察 

視察日時： 2018 年 7 月 23 日（月 ）、 24 日（火） 

  

「 AliPay,WechatPayを 体験す る 」 こ れ こ そ 、 今回の参加目的で あ っ

た私に と っ て 、 羽田で WechatPay ポ ケ ッ ト チ ェ ン ジ→ ス マ ホ にチ

ャ ージ （ 1000円 ） で き た こ と が ま ずは朗報で あ っ た 。 WechatPay

ま ずはつか え る ！ 

 

６ 年ぶ り の中国 。 当時は到着 と 同時にATMで元 を 調達 し て いたが 、 現在の

中国では現金は ま ずい ら な い と の こ と 。 それほ ど ス マ ホ決済が普通に な っ

て い る ？ 

真偽 を 確かめ る べ く 、 深圳到着の夜 、 コ ン ビ ニ で早速 ビ ール を 購入 し てみ

る 。 支払い時に右 を 提示→ ス キ ャ ナー読み込むで終了 。 驚 く べ き 手軽 さ で

QR コ ー ド 決済が完了 し て し ま っ たので あ る 。 おそ る べ し 。  

 

 

深圳二日目   

Tencent の新旧 ビ ルに て大いに広が る Tencent ビ ジ ネ ス の ご紹介 を受け る 。 通訳の方が ス

ピ ー ド ＝深圳 Biz と 連呼 さ れて いたが な る ほ ど 「 考え る 前に TRY す る 」 + 「 失敗 を 恐れな

い 」 ＝ 「 すざ ま し い進化 ・ ビ ジ ネ ス の成長 」 を 文字通 り 体感す る 。  

 

午後か ら い よ い よ 街に出て WechatPay を 使 っ た運用例 を ご紹介い

ただ く 。  

ま ずは無人 コ ン ビ ニ 。 WeChat を使い 、 扉の横につい て い る QR

コ ー ド で購入者 を 認証 、 カ メ ラ に よ る 顔認証で本人確認 を 行 う こ

と で入店す る こ と がで き る 。 店内に あ る 好 き な商品を 読み取 り 機

で一括読み取 り を す る と QR コ ー ド が表示 さ れ 、 WeChat Pay を 使 っ て購入す る 。 その際扉

も 解除 さ れ 、 買い物終了 。 商品にはIC タ グ が付い て い る 。  
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続い て シ ェ ア電気自動車 。 ス マ ホ だけ で 、 予約か ら 開錠施錠 、

支払い ま で全て出来 る 。 （ 右図は中国製 EV 自動車 ）  

 

 

 

 

 

そ し て 、 既に数多 く のユーザー を 獲得 し て い る （ おそ ら く 一番

実用的な ） 「 ロ ボ ッ ト コ ン ビ ニ 」。 会社か ら ス マ ホ で注文 。 ロ

ボ ッ ト レ ン ジ が自動調理 。 出来上が り ご ろ 、 お店に向かい食事

／テ イ ク ア ウ ト 。    

 

 

 

以上  QR コ ー ド 決済は加速度的に進化 し て い る （ ご く ご く 普通に な っ て い る ）。 こ の手

軽 さ は代えがたい魅力で あ る が詐欺や ウ イ ル ス 感染な ど 中国で も 問題に な っ てい る 点 も 多

い ら し い 。 日本は NFC カー ド 決済が普通で あ る がいずれにせ よ その利便性か ら （ ど こ か ら

か ） サー ビ ス 化 さ れ る こ と は間違い な いのではな いか と 思 う 。   

ま た日本では 、 ま だ ま だ AmazonGO や Amazon の実店舗 と バーチ ャ ル店舗の融合運用実験

ばか り 大 き く 取 り 上げ ら れて い る が 、 既に Alibabaや Tencent な ど プ ラ ス Amazon の 「 決

済 」 「 デ リ バ リ 」 を 含めた運用 を開始 し て い る 中国系企業が あ る こ と を も っ と も っ と 感 じ

な ければな ら な い と 思 う 。 なぜな ら 一党独裁で決断の早い中国政府がAI 、 ク ラ ウ ド 、 ロ ボ

ッ ト 、 ス マー ト シ テ ィ な ど 最先端技術企業 を強力にバ ッ ク ア ッ プ し て い る か ら （ 深圳地区

が ま さ し く 最た る 例 ） で あ り 、 良 く も 悪 く も 議論で進め る 民主主義国家では対抗で き な く

な る のではな いか と い う 思いか ら で あ る 。  
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会社名：株式会社 ヒ ュ ーマ ン テ ク ノ ロ ジーズ  

氏名 ：恵志 章夫 

 

報告内容：騰訊控股有限公司（テンセント ）、 深セン市内視察 

視察日時： 2018 年 7 月 23 日（月 ）、 24 日（火） 

 

視察の対象 と な っ た施設は全て深圳市の中に あ る 。 改革開放経済の流れで 、 1980年代には

人口 6 万人程度の漁村で あ っ たが 、 現在は 1,500 万人規模に拡大 し て い る 中国第 3 の大都

市で あ る 。 市政府の方針 も あ り 様々な IT を 駆使 し た ス マー ト シ テ ィ と し て の試みが行われ

て い る が 、 平均年齢33歳の市民は抵抗な く 受け入れて い る よ う に見受け ら れ る 。  

テ ン セ ン ト の本拠地で あ り 、 ほぼ全て の決済 、 認証 を 必要 と す る 行為は ス マー ト フ ォ ン に

入れた WeChat 一つで足 り る 。 一般の店舗だ け ではな く 夜店の よ う な路面店で も 決済が可

能な事は驚 き で あ っ た 。  

視察の目的の一つで あ る 無人店舗 （ 完全に無人 、 決済や認証 を 自動化 、 等様々な タ イ プが

混在 ） は実験段階 と 思われ る も のが多 く 、 出店数の観点か ら も コ ス ト メ リ ッ ト が出て い る

と は思え ない 。 一方で 、 未完成の段階で市場に出 し 、 問題が あれば数週間閉め て 、 再開す

る と い う ア ジ ャ イ ル開発的な手法を と っ てお り 、 そ こ で蓄積 さ れた ノ ウ ハ ウ がいずれ全体

シ ス テ ム の最適化に寄与す る と 思われ る 。 東京都 を 超え る 人口 、 全て の市民が ス マー ト フ

ォ ン を 持ち 、 そ こ で全て が解決す る よ う に組み込 ま れた サー ビ ス に よ っ て行われ る 壮大な

実験は 、 今後 も 様々な イ ノ ベーシ ョ ン を 生み出す も の と 思われ る 。 日本におい て も 同様な

試みが必要あ る と 強 く 感 じ た 。  

 

７ 月23日  午後   

・ イ ン キ ュ ベーシ ョ ン セ ン タ ー／ Simplywork  

MarsSummit ／ベン チ ャ ー交流 を 目的 と し た イ ベン ト 会社 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 無人 コ ン ビ ニ／WellGo 
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・ 華強北電子街／部品 、 完成品の調達可能な巨大市場 

 

 

 

 

 

 

 

7 月24日 

・ 顔認識自動化店舗／武漢の カ モ料理のチ ェ ーン店が WeChat と コ ラ ボ 

 

 

 

 

 

 

・ シ ェ ア リ ン グ カー／ Ponycar 、 深セ ン で利用可能な10社の シ ェ ア リ ン グ カーの 1 社 。  

 

 

 

 

 

・ 無人 ロ ボ ッ ト 商店／ F5 未来商店 、 ロ ボ ッ ト が カ ッ プ麺 、 冷凍商品 を 電子 レ ン ジ で温め

て提供 
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会社名：株式会社豆蔵ホールディングス 

氏名 ：吉田宏之 

 

報告内容：全体所感 

視察日時： 2018 年 7 月 23 日～ 26 日 

 

今回、深セン・杭州視察ツアーに参加させて頂き、一番印象に残ったのは、中国のスピー

ド感だ。新システムや新サービスをリリースするまでのスピード感、政府と企業が一体と

なってスマートシティ化するスピード感に驚いた。 

 

中国のIT企業は、システム構築や新サービスのリリースに半年かかっているようでは長

いと言う。２，３か月でリリースしないと、他の企業に先を越されてしまうという意識を

強く感じた。完成度60%くらいでローンチし、実際にユーザに使ってもらい、トライ＆エ

ラーを繰り返しながら改善していくという事を実践している。たとえば、いくつかの無人

店舗（店舗内に店員は誰もいない）では、 

・顔認証やアプリ認証による入退出（個人の特定） 

・すべての商品に張り付けた RFID  

・認証登録している電子決済システム（アリペイや WeChat Pay ） 

を連携する事で無人化を実現していたが、顔認証がうまくいかずに入店できないケースや、

決済時に RFID が読みとれず購入商品と認識されないケースなど、日本ではまだ世に出せ

ないと感じるレベルでも、実際にサービスとして街中で提供していた。ここに中国の凄さ

（強さ）を感じた。実際にそのようなレベルのサービスでも使う人たちは多くいたし、多

少のリスクをとっても、早く世に出し、ニーズに合ったものを作り、先んじてシェアを取

ろうとしている。中国ではいかに先にシェアをとるかが勝負なのだろう。60%の完成度で

世に出すことは日本では出来ないが、この移り変わりが激しい時代においては、机上で議

論をしているよりも、実際に利用してもらってフィードバックを貰う方がゴールへの近道

かもしれない。考えさせられる面が多くあった。 

 

スマートシティ化においては、深センが象徴的だった。わずか 40 年で人口は 1400 万

人～ 2000 万人とも言われる都市になり、平均年齢が 33 歳と異常に若く、非常に活気に

あふれている印象があった。 

深センには、上述した無人コンビニをはじめ、他にもいくつか異なる形式の無人店舗が

展開されていた。お弁当（インスタント）をインターネットから注文すると自動的に ” あ

たため ” を行い、完成したものを回転扉から提供してくれる店舗があったが、インターネ

ット上で自分の商品が出来上がる順番が分かるので、ランチタイムにオフィスで注文し、

出来上がるころに店舗に食べに行くという使い方をしている人で賑わっていた。ここは、

若い人が多いせいか、新しいものを受け入れる風土があり、フィードバックが速いらしい。

なので、ここが実証実験の場となり、新しいサービスがどんどん生まれてくるとのこと。 

 

深センでは、公営バスの 9 割とタクシーの半数以上が EV 化されており、住民が乗って
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いるバイクもすべて EV 車だった。自転車もシェアサイクルが普及しており、乗り捨て自

由なので利便性が高い。ただし、その分、回収するコストも高くなり赤字になる。 2 ， 3

年前は、シェアサイクルの事業者は 10 社程いたらしいが、採算がとれないため今では２

社となっている。２社のうち、１つはテンセントが出資し、１つはアリババ集団が出資し

ているとのこと。ここでもシェアの取り合いをしている。シェアサイクル事業としては今

もなお赤字との事だが、シェアサイクル事業で収集したビッグデータを行動分析や他事業

への展開に利用しているものと考えられている。まさに、データを資産と捉え、投資して

いる最たる例だと思った。 

社会インフラのソリューションとしては、テンセントが WeChat Pay と連携した病院を

予約するシステムを構築していた。混み具合やドクターの評判を確認することができ、予

約、支払いも可能となっている。主要な病院は導入されているとの事だが、おそらく政府

の協力あってのものだろう。 

 

アリババが本社をおく杭州においては、アリババが行った交通系のソリューションが印

象的だった。道路に取り付けたセンサーやカメラなどで車の混み具合や人の流れの情報を

収集し、分析、整理することで、交通渋滞を解消したり、交通事故の自動検知やひき逃げ

の追跡をしたり、救急車が通る際にルートを選定し、全ての信号が青になるよう制御した

り、これらを実装したシステムをアリババクラウド上に半年で構築していた。このスピー

ド感にも驚かされたが、日本ではプライバシー保護の観点からも、取得が難しいであろう

情報を集めるなど、政府の強さがないと出来ないことだと思った。 

 

この２つの例にあるように、中国では、政府主導で新しいソリューションを企業が構築

する仕組みが出来ていた。この政府と企業と都市の連携が、急速な発展につながっている

ものと感じた。 

 

（その他） 

アリババのニューリテール戦略における実店舗の視察と ET Brain の製品説明が参考にな

った。 

ニューリテール戦略は、O2Oの発展形と言われているが、それとは少し異なり、オンラ

インで集客しリアル店舗に来場してもらう所は同じだが、リアル店舗を訪問後、またオン

ラインに移行し購入できる（もちろん、その場での購入もできる ）。  

たとえば、リアル店舗をあくまでショーケースという位置づけにし、店舗にある商品と

その商品の詳細情報が確認できる QR コードなどを併せて掲示しておくことで、お客さん

は商品ページにアクセスし、店員に聞かなくても商品の詳細情報や付加情報を得ることが

出来るだけでなく、そのままオンラインで注文をする（させる）ことが出来る。オンライ

ンでの注文になるため、店舗で抱える在庫の問題が解消されるのと、買い物しても手ぶら

で帰れるというユーザの利便性が向上する。 
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アリババが展開するショッピングモールにあるアパレル店舗で

は、スマートミラーというデバイスが設置してあった。人の顔

を読取り、その人の顔をあてこんだポリゴンが表示され、スマ

ートミラー上で自由に洋服の着せ替えが出来るというものであ

る。着せ替えして、もし気に入ったものがあれば、一緒に表示

される QR コードを読取ることで、その洋服を着た（ポリゴン

の）写真を誰かに共有して意見を貰うこともできるし、そのまま注文することが出来る。 

ここで参考になったのは、スマートミラーを使うことで、より簡単に試着をすることが

出来るだけではなく、オフラインでは取れないであろうデータが収集できる事。オフライ

ンでは店員がこまめにデータ登録をしていない限りは、その人がどのような洋服を試着し、

購入したか、購入を迷ったか、購入をあきらめたか、が分からないが、システム上で着せ

替えを行うことで、それらすべてを収集することが出来る。推測ではあるが、アリペイは

顔認証で決済する機能があり、すでに顔認証に登録しているユーザであれば、購買に至ら

なかった場合でも、スマートミラーの顔読取りからユーザを特定することができ、データ

の紐づけが可能となる。 

アリババのニューリテール戦略は、ITをインターフェースにして顧客のあらゆるデータ

をより細かく収集する事に重きが置かれているように思う。ITの活用として UX 向上に目

が行きがちだったが、その先のデータ収集と活用方法の重要性を強く感じた。 

 

AI プラットフォームのET Brainは、アリババクラウド上に業務カットでソリューショ

ンパッケージが乗っている。たとえば、画像検索機能がある。家具屋さんの EC サイト上

にこの画像検索機能を実装した場合、たとえばカフェで見かけたソファーの写真をとり、

この EC サイトで画像検索を行うことで、このお店で売っている同じようなソファーを検

索できるという。この機能を実装したい場合、家具屋さんは、自社の商品写真をアリババ

クラウドにアップロードするだけで良いというもの。 

先ほどの、交通系のソリューションもそうだが、これからのシステム開発は、このよう

なプラットフォーム上で提供されるソリューションパッケージをカスタマイズし、組み合

わせて構築するものが増えていくものと感じた。 

全てをスクラッチで開発していては、中国で感じたこのスピード感には対抗できないと思

う。ただ、スクラッチ開発は全くなくなるものではなく、業務システムのコアな機能（特

殊な計算ロジックなど）の開発は残ると思っている。今後はそういったクラウド上のパッ

ケージやスクラッチ開発したシステムなどを API 連携でつなぐことで、一つのシステムを

構築するケースが主流になっていくのではないかと考えさせられた。 
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会社名 ： 伊藤忠テ ク ノ ソ リ ュ ーシ ョ ン ズ株式会社 

氏名  ： 澤登  寿 

 

報告内容 ： 中国  深セ ン市内視察 

      ・ 顔認識自動化店舗視察 

      ・ シ ェ ア リ ン グ カー見学 

      ・ 無人 ロ ボ ッ ト 商店視察 

視察日時 ： 2018年 7 月24日 

 

１． 顔認識自動化店舗視察 

武漢の会社が2018年 ５ 月に開店 し た実験店舗 。 店舗入 り 口の横に て ア プ リ ダ ウ ン ロ ー

ド 及び顔写真 と 決済情報 （ WeChatPay ） を 登録す る 。 登録が完了すれば , ２ 回目以降

は以下の ス テ ッ プで入店 / 購入す る 。  

１． ド ア の前に立つ 

２． 顔認識シ ス テ ム が顔 を 照合 

３． 入店可能で あれば自動 ド ア が開 く  

４． 商品 を 選び 、 決済専用商品台に置 く  

５． 商品は画像認識 さ れデ ィ ス プ レ イ に購入商品情報が表示 

６． 商品台の上の カ メ ラ が決済者 （ ポーズ し てい る 人 ） の顔 を 照合 

７． 決済完了 

８． 出店は特にチ ェ ッ ク な し 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回視察 し た無人店舗は以下の ２ 種類に大別 さ れ る 。  

・ １ 商品つ ど 決済型は入店チ ェ ッ ク な し  （ 自動販売機 と 同 じ 概念 ）  

   ・ 複数商品 を ま と め て決済型は入店チ ェ ッ ク あ り  （ 入店のチ ェ ッ ク 手法で決済 ）  

 

 当該店舗やア リ ババの店舗は 「 ま と め て決済型 」 で顔認証で あ る 。 ま た 、 一度登録す

る と SmartPhone さ え必要が な い 、 手ぶ ら での買い物が可能で あ る 。  

 「 友連れ 」 や 「 万引 き 」 に対す る 対応は 、 RFID と Gate入出店方式 を 採用 し て い る ア

リ ババの店舗に一日の長が あ る 。 ど ち ら に し て も 商品数や コ ス ト の課題は ク リ ア さ れて

い な い よ う だが 、 未成熟な技術で も 消費現場でTry&Errorす る 姿勢は見習 う べ き で あ る 。
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２ ． シ ェ ア リ ン グ カー見学 

  シ ェ ア リ ン グ カーのサー ビ ス を 提供 し てい る 、 深セ ン  ロ ト テ ク ノ ロ ジー社

（ Shenzhen Lotto Technology ） のポ ニーカーの Ｅ Ｖ 自動車 を 見学 。 深セ ン 、 広州 、 北京 、

西安の 4 つの都市に Ｅ Ｖ 自動車3000台が導入 さ れて い る 。  

SmartPhone で行 う こ と は 、 「 自動車 を 見つけ る 」、 「 ド ア を 開け る 」、 移動 し て 「 自

動車の利用 を 終了す る 」 「 支払処理 」。 料金は移動距離 と 利用時間で計算 さ れ 、 時間帯

に よ り 時間単価が異な る 。  

基本的な コ ン セプ ト は乗 り 捨て 。 充電 も 利用者の義務で も な い 。 基本的にはサー ビ ス

提供会社が適切な場所 （ デー タ 分析で利用が多い と 判断 し た場所 ） への移動や充電 を 行

っ て い る 。 深セ ン では単一都市 と し て黒字化 し て い る 模様で 、 2017年12月に43億円 を 調

達 し て る 。  

見学 し た車は塗料のハゲや凹みな ど あ り 、 日本の レ ン タ ル / シ ェ ア自動車 と 比べ る と 車

の質は見劣 り す る が 、 自転車感覚で 「 足 」 と し て と ら え 、 経済合理性 と 利便性が あれば

積極的に利用す る 一定の利用者層が あ る と 思われ る 。   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ ． ロ ボ ッ ト 店舗視察 

冷凍食品 を SmattPhone でオーダーす る と 、 バ ッ ク ヤー ド で ロ ボ ッ ト

が電子 レ ン ジ で温め 、 調理が完了 （ 温め終了 ） す る と SmartPhone に

通知が あ り 、 配膳口か ら 提供す る サー ビ ス 。  

店はいわゆ る イ ー ト イ ン ・ ス ペー ス で あ る が 、 昼食時には多 く の若

者で賑わ っ て いた 。  

オーダーは店内の タ ッ チパネルで行い 、 WeChatPay に て決済 を す る 。

画面では ２ ０ 種類程度の冷凍食品 を 選択で き 、 配膳 ま での時間 も 表

示 さ れて い る 。 バ ッ ク ヤー ド を 見 る 事が出来な か っ たが 、  

１． オーダー さ れた商品 を 冷凍庫 （ 棚 ） か ら 取 り 出す 

２． 電子 レ ン ジ に入れ 、 温め る 

３． 温めた商品 を 電子 レ ン ジ か ら 取 り 出 し 、 配膳口にお く  

な ど の作業 を 自動で行っ て い る と 想像す る 。  

 

カ ッ プ ラ ー メ ン も 購入可能では あ る が 、 購入者自身がお湯 を 入れ る 仕組みに な っ て い る

こ と か ら 、 バ ッ ク ヤー ド は上記の単一作業のみが可能な ” 機械 ” が設置 さ れてい る と 思わ

れ る 。 ま た 、 日本の冷凍食品 と い う よ り は コ ン ビ ニ弁当に近い 。 ロ ボ ッ ト 店舗 と 聞 く と 人
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間型 ロ ボ ッ ト を 想像す る が （ 事実 、 看板はその よ う な絵 ）、 挽 き た て コ ー ヒ ーを 提供す る

自動販売機 と 同類で あ る 。  

 

 

４ ． ま と め 

 今回の報告の ３ テーマは既存技術の組合せ （ SmartPhone + ロ ボ ッ ト  + IoT + AI ）、 リ ア

ルな世界で消費者にサー ビ ス を 提供 し て い る こ と に価値が あ る 。 深セ ン と い う 場所がそれ

を 可能に し て い る こ と は想像に難 し く な い 。 ３ サー ビ ス と も に多 く の課題が あ る こ と も 事

実だが 、 実際の消費者か ら の フ ィ ー ド バ ッ ク は フ ァ ク ト で あ る こ と が多 く 、 机上 , 会議室 ,

ア ン ケー ト か ら は妄想の域 を 超え な い こ と が多い 。 深セ ン も し く は中国全土 を PoC と し て

場 と し て サー ビ ス や技術が試 さ れ 、 グ ロ ーバルに展開で き る 企業は 、 その経験や集めた フ

ァ ク ト デー タ が競争優位性の大 き な武器に な る こ と は間違い な い 。  

 

北京には多 く の大学 と ベン チ ャ ー企業が深セ ン よ り 存在す る 。 その中には基礎技術 を ベー

ス と し たベン チ ャ ー企業 も あ り 、 多 く の資金 と 人材が投入 さ れて い る と 聞 く 。 今 ま では米

国 ・ 欧州の企業が グ ロ ーバルな ビ ジ ネ ス パー ト ナーで あ っ たが 、 こ れか ら の ビ ジ ネ ス パー

ト ナー と し て 、 中国企業は大 き な存在に な る だ ろ う 。  
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会社名 ： 株式会社セ キ ュ ア 

氏名  ： 谷口  才成 

 

報告内容 ： 深セ ン市内 

視察日時 ： 2018年 7 月22日～24日 

 

7 月22日 （ 日 ） か ら 24日 （ 火 ） にか け て中国の深セ ン市内 を 視察 し た 。 われわれ視察団は

香港経由で中国入 り し たのだが 、 深セ ン市に入 る 手前で中国当局に よ る 入国検査 を 受け た 。

パ ス ポー ト 写真 を 登録 し 、 両手10本指の指紋登録 、 そ し て顔画像の登録 と あ ら ゆ る 個人情

報 を 登録 し て の入国で あ る 。 防犯カ メ ラ の数 も 無数に あ り 、 厳重な セ キ ュ リ テ ィ 体制の も

と 無事中国国内への入国 を 果たす 。  

 

深セ ン市は 、 約40年前に単な る 漁村で あ っ た村 を 主にハー ド ウ ェ ア の生産拠点 と し て人工

的に作 り 上げた都市で あ る が 、 近年は急速な進化 を みせ中国の シ リ コ ン バ レ ー と よ ばれ る

都市に成長 し て い る 。 人口は40年前には約 ３ 万人で あ っ たのが 、 現在では約 1,300 万人に

増加 し て い る 。 深セ ン 市内の高層 ビ ル群な ど も 驚いたが 、 私が一番驚いたのは 、 平均年齢

の低 さ で あ る 。 日本の平均年齢46歳に対 し 、 深セ ン市の平均年齢は33歳 と 約13歳 も 若いの

だ 。 統計情報だけ では イ メ ージ し づ ら いが 、 街中 を 散策 し て い る と 行 き 交 う 人々の若 さ に

心底驚いた 。 50代以上 と 思われ る 人には滅多に遭遇 し な い 。 深セ ン 経済はエ コ シ ス テ ムや

町工場ネ ッ ト ワ ー ク な ど がその成長の土台 と な っ て い る のだが 、 そ こ で働 く 人々の若 さ と

その若 さ か ら みな ぎ る エネルギーが街全体か ら 感 じ ら れ 、 そのエネルギーが中国経済成長

の根底 を 支え て い る こ と を 肌で感 じ る こ と がで き る 視察で あ っ た 。  

 

    

 （ 入国審査 ビ ル ）      （ 深セ ン空港 ）        （ 繁華街の様子 ）  

 

深セ ン経済の成長 を 支え る エ コ シ ス テ ム 、 南山地区に あ る テ ン セ ン ト 本社の隣には イ ン キ

ュ ベーシ ョ ン セ ン タ ーや VC が入 る ビ ルが立ち並び 、 ま た様々な部品が揃 う 華強北電子街

が近隣に あ り 、 郊外には生産工場が あ る 。 開発か ら 生産 、 大手 と ベ ン チ ャ ーの協調が こ の

一帯で も の凄い ス ピ ー ド 感を も っ て実現 さ れて い る 。 ま た 、 市内では電子決済シ ス テ ムや

シ ェ ア リ ン グ自転車 、 無人店舗な ど の最先端の テ ク ノ ロ ジーを 活用 し た新た な サー ビ ス が
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ど ん ど ん生 ま れて い る 。 そ し て深セ ン市の人々は失敗に寛容で 、 多少の不具合が あ っ て も

新た な サービ ス やテ ク ノ ロ ジー を受け入れ 、 街全体で ト ラ イ ＆エ ラ ーで壮大な社会実験 を 

行 っ て い る と 感 じ た 。 旧来の中国への イ メ ージ を 捨て る 必要が あ る 。 彼 ら は 、 モ ラ ルが あ

り 挑戦的で前向 き に こ の社会 を 変え よ う と し て い る 。 中国の全て が善 と い う 訳ではな いが 、

彼 ら か ら 学べ る こ と は謙虚に学ぶ姿勢が重要だ と 感 じ た 。  

     

 （ テ ン セ ン ト 本社 ）   （ テ ン セ ン ト 本社か ら みえ る イ ン キ ュ ベーシ ョ ン セ ン タ ー ）  

     

（ 華強北電子街 ）      （ 無人 コ ン ビ ニ ）        （ シ ェ ア リ ン グ自転車 ）  
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会社名 ： ネ ク ス ト ウ ェ ア株式会社 

氏名  ： 石垣  国典 

 

報告内容 ： 阿里巴巴集団 （ 以下 、 ア リ ババ本社 ） 視察 

視察日時 ： 2018年 7 月25日 

 

１ ． は じ めに 

 

 杭州は 、 テ ン セ ン ト の本拠地で あ る 深圳市 と は違い 、 新 し

い物 と 古い物が調和 し た見慣れた印象の街で あ る 。  

ア リ ババ本社は 、 20年ほ ど 前に米シ リ コ ン バ レ ーで見た光

景 を 蘇 ら せ る 造 り 、 イ メ ージ カ ラ ーのオ レ ン ジ に装飾 さ れた

ビ ル と 巨大な 『 Alibaba 』 のモ ニ ュ メ ン ト が私た ち一行を迎え

入れて く れ る こ と と な っ た 。  

 

私た ちは 、 出迎え て く れた ア リ ババ関係者に案内 さ れ 、 同

社の巨大な ビ ル内へ と 第一歩 を 踏み入れた 。  

玄関か ら エ ン ト ラ ン ス に案内 さ れた私た ち を迎え て く れた

のは 、 中国美術 を 象徴す る 壁一面の水墨画絵巻で 、 その中に

はIT業界を は じ め と す る 偉業 を 成 し た人物がそれぞれの企業

を 象徴す る 姿で描かれてお り 、 ア リ ババ社創業者の ジ ャ ッ ク

馬氏の他に ア ッ プル社の ス テ ィ ーブ ・ ジ ョ ブ ズ氏や フ ェ ー ス ブ ッ ク 社のマ イ ク ・ ザ ッ カ―

バーグ氏な ど 多数の企業家が描かれて いた 。  わが日本 を 代表 し て松下幸之助翁の姿 も そ

こ に あ っ た 。  

意外な事に 、 初期の ア リ ババに大 き な影響の有 っ た ソ フ ト バ ン ク の孫正義氏の姿はそ こ

には居な か っ た 。  

 

 

私た ちは歓迎 し て く れた偉人達 を後に し て 、 本日のセ ッ シ

ョ ン会場へ と 案内 さ れた 。  

 

ア リ ババ社が準備 し て く れた プ ロ グ ラ ム は 、 終日に及ぶ内

容で 、 ア リ ババ社の歴史か ら 同社の最新の戦略 ま で を 学ぶ内

容で あ っ た 。  
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時間 場所 内容 

10:00-10:30  ア リ ババ本社 ア リ ババ ク ラ ウ ド と SB ク ラ ウ ド に付い

て 

10:30-11:00  ア リ ババ展示場 ア リ ババ展示場 

11:00-12:00  ア リ ババ本社 無人店舗視察 

12:00-13:00  ア リ ババ本社 セ ッ シ ョ ン （ ニ ュ ー リ テール ）   

13:00-14:00  ア リ ババ本社 昼食 （ 社内食堂に て ）  

14:00-15:00  ア リ ババ本社 セ ッ シ ョ ン （ ET Brain ）  

15:00-15:30  移動 本社⇒ニ ュ ー リ テール SM  

15:30-17:00  ニ ュ ー リ テールシ ョ ッ

ピ ン グ モール 

店舗内視察 

 

２ ． ア リ ババ ク ラ ウ ド と SB ク ラ ウ ド について 

 

最初のセ ッ シ ョ ン は 、 私た ち の ア リ ババ訪問 を ご支援頂い

た 、 同社の日本パー ト ナーで あ る SB ク ラ ウ ド 株式会社か ら 、

ア リ ババ ク ラ ウ ド （ 日本向け SB ク ラ ウ ド ） の説明 を 伺 う 事

と な っ た 。  

説明に先駆け 、 SB ク ラ ウ ド 株式会社のバ イ ス プ レ ジデン

ト 齋藤浩二様 よ り お出迎え の ご挨拶 を 頂 く 。  

 

概要は以下の通 り で あ っ た 。  

 

・ SB ク ラ ウ ド 社は 、 ア リ ババ ク ラ ウ ド の日本市場向け ロ ーカ ラ イ ゼーシ ョ ン を 行っ て

い る 。  

・ ア リ ババ ク ラ ウ ド の戦略は 、 中国国内はア リ ババ本体 、 日本は SB ク ラ ウ ド 、 その他

国はア リ ババ イ ン タ ーナシ ョ ナルが対応 を 行 う 。  

・ ア リ ババは 、 物流～エ ン タ ーテ イ メ ン ト を ４ つのセ ク シ ョ ン に分類 し 包含的な ク ラ ウ

ド サー ビ ス を 実現 し てい る 。  

・ ア リ ババ ク ラ ウ ド のサー ビ ス 提供力は 、 例えば楽天の年商 3.2 兆円だが 、 中国独身の

日 １ 日で ３ 兆円 を 売 り 上げ る 。 その ト ラ ン ザ ク シ ョ ン に も 耐え る 事が出来 る ク ラ ウ ド

基盤 を 提供 し て い る 。  

・ 社員の平均年齢は 、 26歳 と 若 く 、 マ ネージ ャ ー ク ラ ス は40歳前後 。  

・ 自社単独での成長では無 く 、 パー ト ナー と の協業に よ り 共に成長 を 目指 し てい る 。  
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続い て 、 SB ク ラ ウ ド  姚萌部長 、 三苫課長 、 よ り SB ク ラ ウ ド に付い て説明を 頂 く 。  

 

 

概要は以下の通 り で あ っ た 。  

 

・ ア リ ババの創業は 、 Jack 馬含め て18名で創業 し 、 現

在は 6 万に企業 。  

・ 2004年に AriPay を 開始 、 その後淘宝 （ TaoBao ） を 

ス タ ー ト 。  

・ 淘宝 （ TaoBao ） 開始の2008年ご ろ業務量が急激に増

え る 事に シ ス テ ム が絶え ら れな い為 、 自前で シ ス テ

ム構築 を 開始 。  

・ OS 、 セ キ ュ リ テ ィ ーや様々な シ ス テ ム を独自で開

発 し 、 こ の基盤 を 外部に展開 し た のが ア リ ババ ク ラ

ウ ド で あ る 。  

・ 特に ア リ ババ ク ラ ウ ド は 、 現在エ ン タ ーテ イ メ ン ト 系に注力 し てお り 、 ジ ャ ッ ク 馬自

ら 先頭に立 っ て メ デ ィ ア に登場 し て ア ピ ール を 行っ て い る 程 。  

・ 中国内では 、 ジ ャ ッ ク 馬氏が芸能活動に傾向 し て い る と 揶揄 さ れ る こ と も あ る が 、 そ

れは こ のエ ン タ ーテ イ メ ン ト 事業に注力す る 為に自身がプ ロ モーシ ョ ン を 行っ て い る

事に起因 し て い る 。  

・ サー ビ ス レ イ ヤ を 大 き く 分け る と ３ つ 

Digital  Media エ ン タ ーテ イ メ ン ト  

Core Commerce  

Local  Service  

・ ４ つの キー ビ ジ ネ ス 

AriPay （ 決済な ど ）  

CAINAIO （ 物流な ど ）  

ア リ ババ （ 淘宝な ど ）  

ア リ ババ ク ラ ウ ド （ ク ラ ウ ド サー ビ ス な ど ）  

・ 新エネルギー = デー タ を 資源 と し て考え てい る 。  

・ ガー ト ナー レ ポー ト  ク ラ ウ ド サー ビ ス 第 4 位はア リ ババで中国では 47.6 ％の シ ェ ア 、

テ ン セ ン ト は 9.6 ％程度 。 中国に於い ては圧倒的シ ェ ア 。  

・ 2016年か ら 国際化 、 18の地域 （ リ ージ ョ ン ） を 開設 。 日本では SB ク ラ ウ ド 社 と 提

携 。  

・ 特に 、 東南ア ジ ア でのサー ビ ス 拡大に注力 を 行っ て い る 。 目標は ア ジ ア地域 １ 位 

・ リ ージ ョ ン間の高速 イ ン フ ラ を 独自に引い て い る 。  

・ サー ビ ス 価格帯では 、 競合他社 よ り 10％程度安い設定 。 機能面ではほぼ他社 と 同等で

差はな い 。  

・ ク ラ ウ ド に必要な基礎技術 、 BigData  AIに必要な サー ビ ス を 提供可能 。  

例えば画像か ら 検索す る エ ン ジ ン を 提供 。 ア リ ババ ク ラ ウ ド を 利用す る 事で機能利用
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が可能 。  

・ 毎日ハ ッ カーか ら 大量の攻撃 を 受け る 為 、 自前でセ キ ュ リ テ ィ ーを 強化 し て製品提供

を 行っ て い る 。  

例えば 、 セ キ ュ リ テ ィ ー商品 を 使 う と 、 EC サ イ ト で価格 を 変更 し て も 他社への価格

変更通知はプ ロ テ ク ト で き る 。  

・ チ ケ ッ ト 売買でBOT攻撃 ( 予約 し て買わ ない ） に対 し て も 対策済み 。  

マ レ ーシ ア の ア ジ ア航空は ク ラ ウ ド サー ビ ス の安定性 を 評価 し て ア リ ババ ク ラ ウ ド に

シ ス テ ム を移行 し て同攻撃の対抗 を 行っ た 。  

・ お客様が自前の ク ラ ウ ド （ プ ラ イ ベー ト ク ラ ウ ド ） で ア リ ババ ク ラ ウ ド 同等の ソ フ ト

ウ ェ ア サービ ス を 利用す る 事が出来 る 。  

・ 顧客のデジ タ ル ト ラ ン ス フ ォ ー メ シ ョ ン を強力にサポー ト  

小売 り ⇔物流⇔金融⇔製造  等 を 結び付け る サー ビ ス を提供 し て い る 。  

 

こ れ ら の説明 を 受け 、 言 う ま で も 無いが先行す る ア マ ゾ ン社AWS を追撃す る ク ラ ウ ド 戦

略 を 持っ てい る 事が明 ら か と な っ た 。  

淘宝に よ る 、 中国国内の圧倒的な消費需要に併せた同社の処理能力 と 安定稼働は 、 他の

ク ラ ウ ド サー ビ ス では真似が出来ぬほ ど の性能が求め ら れ る 。 そ こ で培われた独自の ノ ウ

ハ ウ を 活か し て成長す る 同社 ク ラ ウ ド サー ビ ス が 、 AWS を 抜 き 去 る のは時間の問題で あ る

と 言え る 。  

* 独身の日 （ 11月11日 ） の 1 日の取引金額は日本円で約 3 兆円 、 楽天の年間 （ 3.2 兆

円 ） の売上に匹敵す る 処理 を 無事故で安定提供で き る 強靭な ク ラ ウ ド 基盤 と 言え る で あ

ろ う 。  

 

３ ． ア リ ババ展示場 

 

私た ちは 、 ア リ ババ関係者に案内 さ れ同社の展示場に向か

っ た 。  

先ほ ど のセ ッ シ ョ ン会場は 、 外来客専用 （ ゲ ス ト 用 ） の建

物 と 成 っ てい る 。 こ の建物 を ゲー ト と し て 、 その奥に広が る

のが真に ア リ ババ社の頭脳で あ る 研究開発が行われ る ベー ス

で あ る 。  

彼 ら はそ こ を キ ャ ン パ ス と 呼び 、 厳重な警備態勢の敷かれ

た奥に広大な施設が広が っ て い る 。 一歩そ こ に足 を 踏み入れ

る と キ ャ ン パ ス と 呼ばれ る 理由 も す ぐ さ ま 理解が出来 る 。 正に 、 大学の キ ャ ン パ ス を 思わ

せ る 自由で開放的な空間 と 共に 、 多数の研究棟や事務棟が点在 し て い る 。  

更に奥に目 を 向け る と 建設途中の建物が巨大な アーム ク レ ーン と 共に目に入 る 。 6 万人

の社員 を 受け入れて成長す る 為には 、 ま だ ま だ不足 と 言 う 訳だ ろ う か？   
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私た ち が案内 さ れた先は 、 巨大な展示ホールで あ っ た 。  

その建物 1 棟が展示用に用意 さ れた施設で 、 館内 を 一周す

る 事で ア リ ババ社の歴史や戦略 、 現在の様々なデー タ 状況が

一目でわか る 作 り と 成 っ て いたが 、 こ の施設内は撮影が許 さ

れず 、 展示施設内様子が ご覧いただけ な いが 、 パ ビ リ オ ン と

言 っ た イ メ ージ で あ る 。  

 

パ ビ リ オ ン内 を 案内 さ れ る と ま ずは 、 ア リ ババ創業の歴史が我々 を 迎え て く れた 。  

ア リ ババはジ ャ ッ ク 馬氏 を 含む18人の創業 メ ン バーに よ っ て 1999年に創業 さ れた事は良

く 知 る 事実で あ る が 、 それ以前に付い ては あ ま り 知 ら れて いな い 。  

その様な背景 も 含め て 、 こ のパ ビ リ オ ン では説明 を し て く れ る 。  

 

４ ． 無人店舗の視察 

 

一通 り 、 ア リ ババ社の歴史や事業の紹介 を 受け た私た ちは 、 次に同社内で実験が行われ

て い る 無人店舗へ と 移動す る 事 と 成 っ た 。  

 

た ど り 着いた場所は 、 オ フ ィ ス の一角に設け ら れた白 を 基調

に し た売店の様な一角だ っ た 。 その店に入 る ためには 、 ま ずは

顔認証の洗礼 を 受け る 事に な る 。 人 を 認識 し 、 その行動 を 理解

し て購買動向 を 自動的に検出す る 為に様々な技術が組み合わ さ

れて い る 。  

こ こ では 、 顔認証の他に RFID 、 ビ ー コ ン な ど 多 く のセ ン サ

ーが店内至 る 所に取 り 付け ら れてい る 場所では有っ たが 、 入口

のゲー ト と カ メ ラ の多 さ 以外は特に違和感の な い店舗で も あ っ

た 。  

カ メ ラ に関 し て も 店舗の天井が高い為か意識 を し な い限 り は

圧迫感 を 感 じ る 事は無 く 、 至 っ て普通の売店で 、 日本で よ く 見

か け る ミ ュ ージ ア ム の売店の様なつ く り を し て いた 。  
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そ こ に置かれた商品は ア リ ババのオ リ ジナル商品で 、 基本

的には社員や一部関係者が利用で き る 売店 と 成 っ て い る 。  

そ こ では 、 ア リ ペ イ を利用 し た決済が行われ る 事 と な る が 、

同サー ビ ス は中国国内の銀行口座 と 連動 し たデ ビ ッ ト サー ビ

ス で 、 銀行残高 と 連動す る 仕組みで あ る ため 、 私た ち には利

用す る 事が出来な い 。  

私た ちは 、 ア リ ババ関係者の好意でその商品 を 購入す る 体験 を さ せて頂 く 事が出来たが 、

ア リ ペ イ を利用 し た決済の為 、 その関係者の支払い と 成 っ て し ま う 。  

当然好 き な物 を 買えば社員の方の口座か ら 引 き 落 と さ れ る ため 、 代表が行 う 事 と 成 っ

た 。  

大勢で入場 し た為か？ ま たは 、 シ ス テ ム の完成度の問題な のか 、 イ メ ージ し た通 り の ス

マー ト な体験 と は成 ら な か っ たが 、 実験 と し て割 り 切 り その状態でサー ビ ス を ス タ ー ト さ

せ る 点は評価で き る 。 も し も 日本で行 う 場合は 、 こ の様な状態でのサー ビ ス は行わ な いで

あ ろ う 。  

ス ピ ー ド が重要な時代に生 ま れ変わ っ た現在では 、 サー ビ ス を 行い ト ラ ブルの度に改善

を 行い 、 対応す る ス ピ ー ド 感を 日本は学ばな ければな ら な い 。 無人店舗は 、 正直 ま だ完成

度は高 く ない様に思われ る が 、 ス ピ ー ド 感で進め る 事 こ そ重要な試みで あ る と 思われ ま す 。   

日本で も こ の ス ピ ー ド 感で 、 チ ャ レ ン ジ を 行い変化に付い て い く 努力 を 行わな ければ 、 や

が てデジ タ ル後進国 と し て遅れ を と る 事に な る だ ろ う 。  

なぜ日本では 、 こ の ス ピ ー ド が生 ま れな いので あ ろ う か？新た な疑問 を 残 し なが ら 、 こ

の場 を 後にす る 事 と し た 。  

 

５ ． ニ ュ ー リ テールマーケ ッ ト  

 

私た ちは 、 再びカ ン フ ァ レ ン ス ルーム に戻 り 、 ア リ ババ社ニ

ュ ー リ テールマーケ ッ ト に付い て説明 を 受け る 事 と な っ た 。 ア

リ ババ社が考え る ニ ュ ー リ テール と は主に次の通 り で あ る 。  

 

・ オ ン ラ イ ン オ フ ラ イ ン のマーケ ッ ト を 作 る 。  

・ オ ン ラ イ ン と オ フ ラ イ ン を シーム レ ス につな ぐ 、 あ る 意味

リ アル店舗か ら コ ネ ク テ ィ ッ ド さ せて ネ ッ ト を 利用す る 環境 。  

・ Ｏ ２ Ｏ マーケ テ ィ ン グ の俗称で 、 オ ン ラ イ ン では実態が分か ら な い 、 オ フ ラ イ ン では

店舗管理に費用 を 要す る 。  

・ こ れ ら を 実現す る には 、 膨大なデー タ 処理が必用でハー ド を 含めて提案を 行 う 。  

 

他に も 多 く の意味が込め ら れて い る ので あ ろ う が 、 一言で言 う と Ｏ ２ Ｏ を よ り シーム レ

ス につな ぐ と 言 う 事で あ る 。  

 

ま ず 、 ニ ュ ー リ テールマーケ ッ ト では 、 ３ つの Ｓ ｔ ｅ ｐ が紹介 さ れた 。  

Ｓ ｔ ｅ ｐ １ は 、 イ メ ージ に よ る 検索技術の提供で あ る 。 こ の技術は 、 既に淘宝
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（ TaoBao ） では実装 さ れて い る ス マ ホやネ ッ ト で見つけ た画像か ら 、 対象製品 を 検索す る

検索技術で あ る 。 商品名や販売シ ョ ッ プが分か ら な く て も 画像 を 基に し て対象 を 見つけ出

す事が出来 る 。  

例えば 、 イ ン ス タ の画像か ら 気に な る 物を 検索 し た り 、 他のサ イ ト を ス ク リ ーニ ン グ中

に気に な る 物 を 画像か ら 探 し た り す る こ と が可能 と な る 。  

ア リ ババ社は淘宝 （ TaoBao ） な ど で得た膨大な画像デー タ を 機械学習 さ せ る 事で 、 こ れ

ら のサー ビ ス を 実現 し て い る ので あ る 。  

私た ちは 、 担当者の説明 を 受け て淘宝の ス マ ホ サ イ ト よ り 画像検索 を ク リ ッ ク し 、 目の

前に置かれた ミ ネ ラ ル ウ ォ ー タ の撮影 を 行っ た 。 結果瞬時に同 じ も のが検索 さ れた 。 勿論

注文 を 行 う ので あれば 、 今利用 し て い る 淘宝か ら ワ ン ク リ ッ ク で商品購入が可能で あ る 。  

 

Ｓ ｔ ｅ ｐ ２ は 、 AR/VR を 用いた仮想空間の提供で あ る 。  

ニ ュ ー リ テールはオ ン ラ イ ン と オ フ ラ イ ン環境の シーム レ ス な提供で あ り 、 AR/VRへの

取 り 組みは必須 と な る 。 そ こ で 、 ア リ ババでは淘宝等の EC サ イ ト に こ れ ら の技術 を 提供

し 、 広告チ ラ シ の QR コ ー ド か ら AR 技術 を 用い て拡張現実 を 提供 し て い る 。  

利用者はその場に実際のモ ノ が有 っ た と 時を よ り リ アルに想像す る 事が出来 、 オ フ ラ イ

ン空間上 と オ ン ラ イ ン 空間上 を 融合す る 瞬間で あ る 。 勿論 こ れ ら も 先ほ ど の Ｓ ｔ ｅ ｐ １ 同

様に淘宝等の EC サ イ ト か ら 即座に購入可能で あ る 。  

 

Ｓ ｔ ｅ ｐ ３ は 、 ビ ッ グデー タ の分析プ ラ ッ ト フ ォ ーム の提供で あ る 。  

Ｓ ｔ ｅ ｐ １ 、 Ｓ ｔ ｅ ｐ ２ で集め ら れた膨大なデー タ を 利用 し た マーケ テ ィ ン グ分析に役

立て る 分析ツール を 提供 し て い る 。 ア リ ババ ク ラ ウ ド では 、 こ れ ら を 利用者に提供 さ れて

お り 、 Ｏ ２ Ｏ で必要に な る ネ ッ ト 上の環境は全て そ ろ う 事に な る 。  

オ ン ラ イ ン と オ フ ラ イ ン を シーム レ ス に繋が る 社会 を 目指す 、 同社ではニ ュ ー リ テール

マーケ ッ ト （ Ｏ ２ Ｏ ） を 開始す る 利用者に こ れ ら の環境はア リ ババ ク ラ ウ ド を通 じ て提供

を 行われ る 、 オ ン ラ イ ン と オ フ ラ イ ン を シーム レ ス に繋が る 世界は既に近づい て い る ので

あ る 。  

こ れ ら の環境 を 日本で利用す る には 、 Ｓ Ｂ ク ラ ウ ド を 利用す る 事で可能に な る ため 、 日

本で も 容易な サー ビ ス 立ち上げが可能 と な る 。  

 

６ ． Ｅ Ｔ  Ｂ ｒ ａ ｉ ｎ  

 

ET Brain と は 、 ア リ ババ ク ラ ウ ド が提供す る AIプ ラ ッ

ト フ ォ ーム を 指 し 、 ス マー ト シ テ ィ 、 農業 、 物流 、 製造 、

航空な ど あ ら ゆ る 産業に既に提供 さ れて い る 。  

その実力は既に交通シ ス テ ム で も 発揮 さ れてお り 、 例

えば 、 ET City Brain ではア リ ババが本拠地 を 置 く 、 浙江

省杭州市で試 さ れ市内の交通信号や公共交通機関 、 気象

デー タ 、 市民の ス マー ト フ ォ ン な ど か ら 収集 し たデー タ

を 集約 し 、 独自の アル ゴ リ ズ ム で処理す る こ と に よ っ て 、 交通状況の改善 を 実現 し 、 ピ ー
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ク 時の交通渋滞 を 9.2 ％削減す る こ と に成功 し て い る 。  

こ れ ら の他に も 北京首都空港な ど では 、 ET Airport Brain が利用 さ れてお り 、 毎日1700機

の往来に対 し て 、 300 の駐機 ス ポ ッ ト の割 り 当て を 使い 、 50秒程度で割 り 出 し を 行え る 。  

今 ま では駐機 ス ポ ッ ト を 割 り 当て た と し て も 飛行機の遅延な ど が発生 し た場合は 、 再度

割 り 当て を行わ な ければ成 ら ず 、 こ の ス ケ ジ ュ ー リ ン グ を 的確にかつ正確に行 う 必余が有

り 、 空港混乱の原因に な っ て いた 。 然 し 、 ET Airport Brain の利用後は こ れ ら の再 ス ケ ジ ュ

ール も 50秒程度で完了す る 事 と な り 、 駐機 ス ポ ッ ト の効率 を 10% 以上高め る 事に成功 し た

と の事で あ る 。  

こ の他 、 空港内の安全検査や本人確認に も ET Airport Brain は利用 さ れてお り 、 総合的な

空港業務 を人に代わ っ て手助け し て い と の事で あ っ た 。  

驚 く のは 、 こ れ ら の交通シ ス テ ム の提供に要す る 開発時間で あ る 。 私た ち の問いに対 し

て 、 開発マ ネージ ャ ーの答えは 、 100 名程度のプ ロ ジ ェ ク ト で 、 6 か月程度で提供で き る

と の答え が返 っ て き た 。 し か も こ のプ ロ ジ ェ ク ト の例では長い方だ と の事 、 通常は 1 か月

程度で ET Brain を 目的に併せて提供 し て い る と の事で あ っ た 。  

正に こ の ス ピ ー ド 感が今の中国の ス ピ ー ド 感な ので あ る 。 既成の問題や国民性の問題 も

有 る だ ろ う が 、 中国か ら 学ぶべ き も のは多い 、 戦後の復興化の日本 も 世界か ら 見た ら 同様

に見 ら れて いたのではな いだ ろ う か？ 

ET Brain の説明 を 聞 き 、 私た ちは SF の話が既に現実に な っ て来てい る 事 を 思い浮かべ

な が ら こ のセ ッ シ ョ ン を 終え た 。  

 

７ ．亲橙里 （ チ ェ ン チ ェ ン リ ー ） 視察 

 

私た ちは 、 ア リ ババ本社での全て の ス ケ ジ ュ ール を 終

え て 、 ア リ ババ社が進め る ニ ュ ー リ テールマーケ ッ ト の

試験施設 と し て 2018年 5 月26日にオープ ン し た亲橙里へ

と 移動す る 事 と な っ た 。  

亲橙里は 、 ニ ュ ー リ テールマーケ ッ ト （ O2O ） を 積極

的に進め る 為のモール と し て活用 さ れてお り 、 ア リ ババ

グループの店舗は 8 店舗が出店 し てお り 、 それぞれO2O

を 実感で き る 施設 と な っ て い る 。  

し か し そ こ は 、 何の変哲 も な い 、 日本で も 良 く 見か け る モールの作 り と 何 ら 変わ ら な い

至 っ て普通の作 り で あ っ た 。  

 

私た ち が ま ず向か っ たのは 、 そのモールの 2 階に有 る

『 MiSHOW 』 と 言 う シ ョ ッ プで ス マー ト ミ ラ ーが使われ

て い る 店舗で あ る 。  

 

ス マー ト ミ ラ ーの前に立つ と ま ず対象者の ス キ ャ ン が

開始 さ れ 、 その画像が ス マー ト ミ ラ ーに投影 さ れ る 。 そ
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こ には既に試着 を 完了 し た本人画像映 し 出 さ れ 、 その服 を ま と っ た自分自身 を見 る 事が出

来 る 。  

こ の シ ス テ ム は 、 本来様々な服か ら その人に似あ う 洋服が提案 さ れ る と の事で あ っ たが 、

ど う や ら 試験中で こ の日は 、 女性には赤い服 と 男性には黒の ス エ ッ ト ス ー ツ をお勧め し て

く れて いた 。 更に付け加え る と す る と 、 購入者 を 喜ばせ る 為か？実際 よ り 若 く 、 ス タ イ ル

は細目に投影 さ れ る のはサー ビ ス な のだ ろ う か？ 

 

こ の他 も 各店舗でO2O を 体感す る シ ス テ ム が設置 さ れて

いたが 、 その多 く は不安定な状態で実用的 と は言い難か っ

たが 、 積極的に取 り 入れ改良 を 繰 り 返す試行錯誤が必ず良

い物 を 生み出す 。 こ の繰 り 返 し を 利用者 と 共に創 り 上げて

い く 、 不完全 さ を 受け入れ ら れ る 社会の許容が新 し い 、 変

化 を も た ら すのでは無いだ ろ う か？ 

日本で あれば 、 問題 を 生み出す ト ラ ブル も 彼 ら の中では

未来への布石 と し て受け入れて行 く ので あ ろ う 。  

 

 

私た ちは 、 最後に亲橙里の地下に広が る ア リ ババ傘下の食品 ス ーパー 『 盒馬鮮生 』 （ ハ

ーマーシ ェ ン シ ャ ン ） へ と 向か っ た 。  

 

こ の ス ーパーは 、 ア リ ババ社が進め る ニ ュ ー リ テール

（ O2O ） の核 と な る 旗艦店舗で 、 オ フ ラ イ ン と オ ン ラ イ ン

を 融合す る 拠点 と し て杭州市民の中に存在 し て い る 。  

こ の店舗では 、 3km 圏内の顧客には30分で届け る サー ビ

ス を 実施 し て い る 。 こ の ス ピ ー ド こ そが 、 オ ン ラ イ ン と オ

フ ラ イ ン の シーム レ ス を 生み出 し て い る ので あ ろ う 。  

ま た同時に生鮮食品 を オ ン ラ イ ン上で扱 う 為に同店舗で

は 、 信頼 を重視 し て い る 。  

『 盒馬鮮生 』 = 安心 ・ 安全 を ブ ラ ン ド と し て提供す る 。 こ の事 を ユーザーに理解 し て も

ら う 為に も ニ ュ ー リ テールの目指すオ フ ラ イ ン の重要性が こ の店舗に込め ら れて い る ので

あ る 。  

 

 

こ の店舗は 、 一般的なお店 と 違 っ て天

井部にネ ッ ト が張 ら れその上 を レ ールが

走 っ て い る 。  

こ の店の特徴は こ の仕組みに も 表れて

お り 、 オ ン ラ イ ン経由で注文 さ れた も の

を ピ ッ キ ン グ ス タ ッ フ が選別 し 、 専用バ
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ッ グ に詰め て こ の レ ールに て搬送す る 為の装置で あ る 。  

つ ま り オ ン ラ イ ン上でユーザーのオーダー と 同時に代行者で あ る ス タ ッ フ が商品 を 選別

し 、 搬送シ ス テ ム を 通 じ てバ ッ ク ヤー ド に短時間で搬送 さ れ る 。 そ こ か ら 直 ぐ さ ま 、 配送

さ れオ ン ラ イ ン での購入者へ届け ら れ る 仕組みで あ る 。  

日本で も 同様のサー ビ ス が イ ト ー ヨ ーカ ド ーや イ オ ン で も 始 ま っ てい る が 、 その時間は

4 時間程度必要 と さ れ 、 食卓で調理中に足 ら な か っ た モ ノ を 近 く の コ ン ビ ニや ス ーパー ま

で走 っ て買い足 し に行 く 感覚で 、 オ ン ラ イ ン 上か ら 安全 ・ 安心に生鮮食品 ま で も が届け ら

れ る 。  

ア リ ババ社が目指す 、 ニ ュ ー リ テール と は こ の様な オ ン ラ イ ン と オ フ ラ イ ン を 意識す る

こ と な く シーム レ ス に利用で き る 環境 を 指すので あ る 。 つ ま り 私た ち が居 る 全て の空間 を

私た ち自身が瞬時に移動 し て 、 欲 し い物 を 探 し た り 、 それ を 買 っ た り 、 持ち帰 っ た り す る

事が出来 る 正に ド ラ え も んの ど こ で も ド ア的な モ ノ を 、 ニ ュ ー リ テール を 通 じ て実現 し よ

う と し て い る ので あ る 。  

私た ち自身は 、 瞬間的な移動を 行え る 移動手段 を 現在では手に入れて いな い 。 その代わ

り にニ ュ ー リ テールは 、 オ ン ラ イ ン と オ フ ラ イ ン を シーム レ ス に融合す る 事でその行動 を

可能に し て い る ので あ る 。  

 

ア リ ババの目指す未来は 、 こ れか ら も 目 を 離す事が出来な いので あ ろ う 。 その事 を 私た

ちは胸に し て 、 全て の予定 を 終え た 。  

 

 

８ ． ま と め 

 

私た ちはア リ ババ訪問 を 通 じ て大 き な体験をす る 事が出来た と 思 う 。  

ジ ャ ッ ク 馬氏の人生観の在 り 方や 、 ア リ ババ を 通 じ て ど の様な未来 を 目指そ う と す る の

か？それは 、 最初に私た ち を 迎え て く れた水墨画の絵巻で も 感 じ る 事が出来 る と 思 う 。  

彼が目指 も の 、 それは共存ではないで あ ろ う か？ 

ニ ュ ー リ テールで目指す 、 オ ン ラ イ ン と オ フ ラ イ ン の融合は 、 人 と 人 、 社会 と 社会の融

合 を 目指す 、 その様な思いの表れの一端では無いか？そん な思い を胸に し て 、 ア リ ババ本

社の訪問 を 終え た 。  

日本の中では 、 日本が優位な立場で あ る と 幻想 を 抱 く 人 も 多い と 思 う 。 私た ちはIT を 通

じ て多 く の物事に目 を 向け て 、 日本の置かれて い る 現状を 直視 し て 、 日本な ら では取 り 組

み と 共に中国 を は じ め多数の国で生み出 さ れ る 技術の取入れ を 行い 、 本来日本が得意 と し

て いた加工貿易の本髄 を 私た ちは も う 一度ITの世界で も 実現 し 、 良 き 技術 を 取 り 入れ更に

良 く す る 、 その様な共存 を 目指す事が我々に と っ て求め ら れて い る 。  

その様な思い を 胸に し て 、 ア リ ババ本社での 1 日を 終え た 。  

 

                                     以上 
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会社名 ： 六元素情報シ ス テ ム株式会社 

氏名  ： 余平 

 

報告内容 ： ア リ ババ社訪問 

視察日時 ： 2018年 7 月25日 

 

一 、 ア リ ババ社概要 

売上 377 億 ド ル 

（ 2018年 3 月期 、  前年度比 ６ ０ ％成長 ）  

時価総額4604億 ド ル （ 世界 ７ 位 ）  

 社員数 6 万人 、 平均年齢29歳 

 

 

 

 

 

二 、 展示場 ・ ソ リ ュ ーシ ョ ン概要見学 

 

 

 Core commerce  

   Taobao    EC  

   TMALL    ブ ラ ン ド 品 EC  

      

   2017/11/11 独身の日セール  1 日売上  2.9 兆円 

   （ 日本デパー ト TOP5 の2016年年商合計  2.6 兆円 ）  

 

 Local service  

     Fliggy  旅行 

   Ele    食 

盒馬鮮生  ニ ュ ー リ テール （ ス ーパー 、 飲食 、 O2O ）  

   

Entertainment  

  AlibabaPictures   映画な ど 

  AlibabaMusic    音楽 

  YOUKU      動画 

 

Base 

   Alipay        支払な ど の金融サー ビ ス 

   Cainiao       物流 

   Alimama      デー タ プ ラ ッ ト フ ォ ーム (Aligroup一番稼ぎ し て い る と こ ろ )  
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   Alibaba Cloud  基盤 

     

特に感 じ た こ と ：  

  EC に と 止 ま ら ず 、 膨大な Alibaba経済圏   

  Bisiness  Platformer  と し てすべて の ビ ジ ネ ス を 飲み込む勢い 

 

三 、 重点サー ビ ス 見学 

■ Alibaba Cloud  

  Yass で中国 ４ ７ ％ 、 世界で 4 位 

  競合相手 よ り 1 割安い 

  付加価値サー ビ ス も 増強中 

   ・ VR/AR開発 SDK   Genius  

    商品の事前効果確認 （ AR ）  

 

   ・ DataV  

     便利な BI ツール 

Alibaba Group の経営状況 を 一目瞭然す る ダ ッ シ ュ ボー ド 例 

 

   ・ ビ ッ グデー タ ／AI 

     ・ イ メ ージ検索 

      自社商品画像 を 提供 し 、 Alibaba で学習 

      １ 商品 を 各角度で撮影必要 

    

 ■盒馬鮮生 

  ニ ュ ー リ テール実験店 と し て立ち上げ 、 人気爆発で 、 店舗数拡大 。  

現在数十店 、 今年 100 店舗 、 今後2000店舗予定 

  O2O ビ ジ ネ ス 

  店舗で見て 、 オ ン ラ イ ン で注文 し 、 実店舗か ら 発送     

（ ３ KM 生活圏三十分到着 ）  

   ＞店員が棚か ら 商品 を と っ て 、 ロ ールで運送 し 、 配送へ 

   ＞店は配送倉庫の機能 も 果たす 

 

  海鮮は店内でその場で料理 、 食べ る 

  パー ト ナーの店 も 併設 

  ロ ボ ッ ト ピ ザ機 も  

  専用 APP  

  Alipay で自動支払  （ レ ジ い ら な い ）    

会員制 、 3KM生活圏 。   
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四 、 総感想 

   

今回の Alibaba訪問で 、 やは り 圧倒 さ れた 。  

特に 

・ 目標の巨大 、 明確 

 Alibaba目標 ：  

        全球普恵 

    ビ ジ ネ ス は地球上でだれで も 平等でで き る よ う に 

    1 億人超が利用 し ビ ジ ネ ス で き る 

    5000万人が ビ ジ ネ ス 成功 

    20億enduser 

  

 ・ 強烈な Leadership  

創業18人はほぼ全員Alibaba に残 っ て い る  （ ち ょ っ と 驚いた ）  

＞強い求心力 、 説得力 

   ＞夢の熱意 、 強 さ 、 強い実行力 

   Top の発令で一緒懸命に実現 

   政治的 リ ス ク も  

 

 ・ ス ピ ー ド  

   日本の数年感覚のプ ロ ジ ェ ク ト はAlibaba では数か月 

   成熟 し な く て も 、 ま ずや っ てみ る 

   効果いい な ら 、 迅速に横展開 

 

 ・ 貪欲 さ  

   ど ん ど ん拡大 し て い く 経済圏 

   すべて の ビ ジ ネ ス を 飲み込む巨大プ ラ ッ ト フ ォ ーマー 

 

今回の訪問で 、 AlibabaGroup への感心 を 一段 と 高め 、 AlibabaGroup と 協力関係作 り 、 い ろ

い ろ勉強 し 事業 を 発展 し て い き たい 。  
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会社名 ： 株式会社エ フ エーサー ビ ス 

氏名  ： 宮内  理英 

 

報告内容 ： ア リ ババ社訪問 

視察日時 ： 2018年 7 月25日 

 

視察先概要 

１  Alibaba展示場見学 

２  無人店舗の視察 

３  New  Retail セ ッ シ ョ ン 

４  Alibaba “ ET  BRAIN ” 構想の説明 （ SmartCity,ET  Aviation ）  

 

今回の視察 ツ アーの個人的な目的は 

１  ス マ ホ決裁 を 使 っ て キ ャ ッ シ ュ レ ス 社会 を 体感す る 

２  無人店舗の視察 

３  顔認証シ ス テ ム を 試す 

で あ り 、 「 親橙里 」 （ チ ン チ ャ ン リ ー／シ ョ ッ ピ ン グ セ ン タ ー ） 訪問は非常に興味深い も

のだ っ た 。 と い っ て も シ ョ ッ ピ ン グ セ ン タ ー と し て見た場合 、 日本の郊外に あ る シ ョ ッ ピ

ン グ モール と 何 ら 変わ り はな い 。 高級ブ ラ ン ド シ ョ ッ プ も な ければ 、 特段興味 を そ そ る 商

品 も な い 。 し か し な が ら 、 そ こ に設置 さ れた さ ま ざ ま な設備は 、 ア リ ババ を 訪問す る 関係

者に大 き な イ ン パ ク ト を 与え る も のだ と 痛感 し た 。  

 

食品 ス ーパーの 「 盒馬鮮生 」 （ ハーマーシ ェ ン シ ャ ン ） はオ フ ラ イ ン と オ ン ラ イ ン を 繋 ぐ

ア プ リ を 備え 、 ネ ッ ト と リ アル店舗 を 忠実に紐づけ て い る 。 買い物客は商品詳細やその レ

シ ピ を 棚札のバー コ ー ド を ス キ ャ ナーす る こ と で確認で き 、 尚且つ商品毎にネ ッ ト 注文へ

切 り 分けがで き る 。 支払いは Alipay を 利用 。 現金 を 持つ こ と も 重たい荷物 を 持つ必要の な

い こ のサー ビ ス の結果 、 多 く の買い物客の片手には ス マ ホ が握 ら れて い る 。  

一方 、 店内には レ ジ業務や販売業務 を 行 う ス タ ッ フ はほぼお ら ず 、 唯一い る ス タ ッ フ は 、

ネ ッ ト 注文の配送業務に携わ っ てい る 。 彼 ら は受注 と 同時に陳列 さ れて い る 商品 よ り 注文

商品 を ピ ッ ク ア ッ プ し 専用バ ッ グ に収納 、 売場に据え付け ら れて い る 設備 （ ク レ ーン と 天

井に張 り 巡 ら さ れた レ ール ） はバ ッ グ ヤー ド の配送 ス タ ッ フ に確実に荷物 を 引 き 渡す 。 こ

の シ ス テ ム に よ り 、 ス ピ ーデ ィ な配送が行われて い る よ う だが 、 正直 こ れだけ では特別素

晴 ら し い シ ス テ ム と はいいがたい 。 （ 日本の ス ーパーで も 同様の こ と が展開 さ れて い

る 。）  

（ ガ イ ド の説明にはな か っ たが ） 実際 、 こ の ス ーパーの最大の特徴は 、 調達や在庫管理が

すべて ア リ ババの提供す る EC と イ ン フ ラ 上で管理 さ れて い る こ と 、 そ し て こ の館内の至

る と こ ろ に設置 さ れた カ メ ラ やIT シ ス テ ム に よ り 、 顧客の属性 （ 年齢 、 性別等 ） や嗜好

（ 裏側では も っ と 多様な顧客分析が さ れて い る のだ ろ う 。） あ る いは顧客のた ど る ルー ト

や注意の引 く 商品棚ポ ジ シ ョ ン な ど 計 り 知れな い ビ ッ ク デー タ の収集が可能で あ る こ と で

あ り 、 結果 、 今後の小売業に大 き な変革を も た ら すに違い な い 。 （ こ れが ア リ ババの提唱
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す る ニ ュ ー リ テールなのか 、）  

その他 、 アパ レ ルシ ョ ッ プに設置 さ れて いた 「 Virtual Fitting System 」 も 興味を引いた 。

（ 周囲に知人がい な か っ た ら 率先 し て ト ラ イ し て いただ ろ う ）  

いずれに し て も O2Oが実現 さ れた社会に心が弾む 。  

 

会社の ビ ジ ネ ス に視点 を 向け る と 、 ア リ ババ ク ラ ウ ド に関心が向 く 。 世界中に数多 く 存在

す る プ ラ ッ ト フ ォ ーム の中で 、 おそ ら く 今後は淘汰 も し く は統合 さ れて い く だ ろ う プ ラ ッ

ト フ ォ ーム の中で 、 技術力 、 成長性はか な り 高 く 、 中国 と い う 国の独特の リ ス ク を 考慮 し

て も 現在日本の有名企業が利用 （ 実証？ ） し て い る 事実は 、 今後国内におい て急展開 し て

く る 可能性 を 示唆 し てい る 。  

 

日本の製造業は今 、 人手不足な ど 多 く の問題 を 抱え て い る 。 そ し て私た ちは IoT の技術 を

用い て こ れ ら の問題解決 を 行お う と し て い る 。  

ア リ ババ ク ラ ウ ド を 使 う か ど う かは別 と し て 、 今回 、 中国でみた QR コ ー ド の利用 、 電子

決済 、 RFID の利用な ど 今後 、 自分た ち が検討す る で あ ろ う 多 く の技術 を 視察で き た こ と

は こ の ツ アーが実の あ る も のだ っ た と 実感 し た 。  

 

最後に CSAJ に 、 そ し て ご一緒 し て いただ き ま し た皆様に感謝 し て い ま す 。 あ り が と う ご

ざ い ま し た 。  
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会社名 ： 社会保険労務士  山田事務所 

氏名  ： 三井  敏彦 

 

報告内容 ： 全体所感 

視察日時 ： 2018年 7 月22日～25日 

 

プ ラ イ バシーマー ク 認証取得が き っ かけ で 、 協会に入会 、 研修会な ど いつ も ご案内頂 き

ま すが 、 石川県金沢市か ら な か な か参加で き ず 、 今回初め て協会の行事に参加 し た 。 私以

外は 、 皆 さ ん IT企業経営者だ っ た 。  

私は 、 社会保険労務士 を し て い る が 、 行政に提出す る 書類が 、 従来の紙ベー ス か ら 、 磁

気媒体への保存 、 そ し て イ ン タ ーネ ッ ト を 使っ た電子申請へ と 変わ っ て い っ てい る 。 今後 、

電子申請が更に進んでい き 、 将来的には 、 先般 、 日本経済新聞の 1 面に出て いた よ う に 、

企業が 、 賃金台帳や出勤簿 を 、 ク ラ ウ ド 上に あげ る こ と で 、 行政が手続 き を 代行す る 仕組

みに な っ てい く 。 日本政府は 、 エ ス ト ニ ア を モデルに考え て い る ら し い 、 現在は 「 実現で

き る のか？ 」 と 、 現場 と の ギ ャ ッ プ を 感 じ る が き っ と 、 その よ う に な っ て い く で あ ろ う 。

そ う で あれば 、 時代に逆 ら わず 、 合わせて い く 必要が あ る と 思い 、 １ つで も ２ つで も 、 今

後の ヒ ン ト が欲 し く て 、 今回参加 し た 。  

 

当日は 、 羽田空港か ら 香港の空港へ向か っ た 。 空港で 、 指紋での本人認証 、 顔での本人

認証な ど 、 人がす る のではな く 、 機械 ・ 装置が行い 、 デー タ と し て蓄積 し て い く 。 空港の

中だけ で も 、 技術が進んでい る こ と がわか っ た 。  

その後 、 深セ ン に入 っ た 。 東京 と おな じ ぐ ら いの大 き さ で 、 推定人口2000万人 と の こ と 。

平均年齢が30代前半 。 東京で言えば 、 街中渋谷の よ う な若者ばか り 。 道で高齢者 と 会 う こ

と はほ と ん ど な い 。  

視察工程中 

・ テ ン セ ン ト さ んの病院の予約 、 支払 、  

・ 無人 コ ン ビ ニ 

・ 顔認証の自動化 ミ ニ ス ーパー 

・ 無人食堂  ロ ボ ッ ト   テーブル自動洗浄 

・ ア リ ババ さ んの実店舗洋服店のバーチ ャ ル着せ替え 

  ス ーパーの実店舗 と イ ン タ ーネ ッ ト と の融合  な ど すべて が驚 き の連続で あ っ た 。  

近い う ち に 、 日本に も 、 導入 さ れ 、 あ ら ゆ る 分野に横展開 さ れ る ので あ ろ う 。  

今回 、 将来の社会保険労務士の立ち位置を 考え る いい機会 を 頂いた 、 お世話 さ れた皆 さ ん

方に 、 お礼致 し ま す 。  
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会社名 ： 株式会社オ ズ ビ ジ ョ ン   

氏名  ： 鈴木  良 

 

報告内容 ： 全体所感 

視察日時 ： 2018年 7 月23日 、 24日 、 25日 

 

■ フ ーマー鮮生 （ ア リ ババ , ニ ュ ー リ テール ス ーパー ）  

棚か ら 商品 を 取 り 、 パネルに行 っ て ス キ ャ ン し て払 う 感 じ で あ る 。 ま た 、 その商品 を その

場で ス マ ホ で読み取 っ て 、 自宅に配達す る こ と も で き る 。 ま た ネ ッ ト で注文 し た ら 、 店員

が ピ ッ ク ア ッ プ し て 、 だいたい30分で届 く 。 万引 き 対応は入口 と 出口で顔認証 し てお り 、

万引 き し た ら ア リ ババア カ ウ ン ト の信用が落ち 、 数回や る 人は次回入店時に ス タ ッ フ に連

絡が行 く 。 ただ し 、 捕 ま え る コ ス ト の方が高いので 、 入店拒否にす る 。  

  

■無人 コ ン ビ ニ ( ス ーパーの下の コ ン テナ 、 ス ト リ ー ト 沿いに あ る 2 つ )  

あ く ま で実験店舗 。 タ グ の読み取 り 精度が悪 く 、 持ち帰 り がで き て し ま う 。 た だ事前に

WeChat での登録が必要な ので 、 酷い場合はそ こ で ア カ ウ ン ト 停止にす る こ と はで き そ う

で あ る 。 た だ 、 無人商店に も 関わ ら ず商品読み取 り 精度が こ れで も オープ ン し ち ゃ う のが 、

と て も 実験文化が う かが え る 。  

  

■テ ン セ ン ト 社 

§   社員の 50% 研究者 、 40% は修士博士 

§   病院 も 予約 も 半分がオ ン ラ イ ン予約 、 先生 も 選択で き 、 レ ビ ュ ー も 公開 さ れて る 

§   医療保険カー ド と の紐付け も さ れてお り 、 も う 並ぶ必要はな い 

§   導入 し て い る のは 、 ま だ政府の病院だけ 

§   人探 し 用の機能 も あ り 、 公安 と 連結 し て い る 。 行方不明者が公開 さ れてお り 、 みな が

そ こ に ア ッ プで き る 。 すでに 600 人見つか っ て る 

§   エ ン タ メ 系 も や っ て る 。 ゲーム作 っ て 、 流行 っ た ら 漫画や映画化 と か 。 ハ リ ウ ッ ド へ

の投資や 、 ナル ト も 版権？持 っ て る 。  

§   オ ン ラ イ ン カ ラ オ ケはdly5000万人ユーザー 

§   2 万人の社員総会 。 最高商品はテ ン セ ン ト 株1000株 (500 万円分 ) を ラ ン ダ ム でポ ニー

が選ぶ   

  

＊深セ ン につい て 

§   市の ス ロ ーガ ン は 、 時は金な り 、 効率は命な り 。  

§   大学 2 つだけ 。 学生少な い 。  

§   北京の方が大学は多 く 、 ス タ ー ト ア ッ プ も 投資額 も 多い 。  

§   人口15万人 、 平均年齢33歳 

§   深セ ン 生 ま れはほ と ん ど いない 。  

§   深セ ン は学位にお金 を 払い集め て い る 

§   深セ ン は言語の壁が な く 、 深セ ン に来た ら みな深セ ン人 と い う く ら い平等に接 し 、 へ
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ん な コ ミ ュ ニ テ ィ が な い 。 深セ ン生 ま れの人がそ も そ も ほ と ん ど い な い 。 みん な 、 出

稼ぎ で こ こ に来て る 

§   DJI も そ う だが 、 80年代の会社が多い 

§   エ ン ジ ン は 3 〜 4 年で ぐ る ぐ る 回 る か ら 見つけやすい 

§   GAFA の ア ジ ア本部は深セ ン に多い 

§   深セ ン の大手企業 Tencent （ 香港上場 ） ,Huawei,DJI （ ユ ニ コ ーン ） ,Wanke （ デベ ロ ッ

パー ）  

§   ス タ ー ト ア ッ プ と し ては 、 ハー ド のプ ロ ト タ イ プで言えば 、 シ リ コ ン バ レ ーで作 る と

１ ヶ 月 。 こ こ な ら 数日 。 なぜな ら あ ら ゆ る パー ツ が整 っ て い る 。 OPPO/VIVO と い う

ス マ ホ メ ーカーの出荷は世界で第 3 位 。 技術 も 高 く な り 、 iPhone と 同 じ 値段に ま で な

っ て い る 。 Insta360Air と い う ス マ ホ 360 カ メ ラ メ ーカーは Gopro も 超え 、 AppleStore

に も 置かれ る よ う に な っ た 。  

§   コ ン テナジ ム の ス ーパーモ ン キーや 、 喜茶はお茶にチーズ を 入れた り 、 若者受けに徹

底 し た マーケ でユ ニ コ ーン と な っ た   

  

■ア リ ババについ て 

§   ア リ ババ ク ラ ウ ド は 1 日で最高 ３ 兆円の売上 を 支え る イ ン フ ラ （ 楽天は年間 １ 兆円 ）  

§   ア リ ババの幹部は ４ ０ 代で若い 。 内部昇進が多い 。 い く つかの部署で学ばせ る 

§   1999 年18人だ っ たのが 、 18年後の2017年には 6 万人に 

§   ア リ ババは 「 ニ ュ ー リ テール 」 と い う O2Oの完全融合 を 提唱 。 その一環 と し て の無人

ス ーパー 

§   ア リ ババ ク ラ ウ ド での ビ ッ グデー タ も o2o に役立つ 

§   TaoBao30 億 イ メ ージ と 1 億の画像 、 1200万人の利用デー タ で機械学習済みのデー タ に

よ っ て高精度 （ ア マオ ゾ ン よ り ）  

§   キ ャ リ アはプ ロ フ ェ ッ シ ョ ナル と マ ネージ ャ ー コ ー ス 、 評価は MBO と 価値観 、 後者

は ど う 社会貢献 し て い る か 、 ユーザー第一に な っ て い る か 、 を 上長評価 。 昇進は ど ち

ら の コ ー ス も 価値観面談が あ り 、 他部署の人た ち が審査員 。 15分のプ レ ゼ ン を す る と

の こ と  

§   ア リ ペ イ な ど の新規事業は 、 ア リ ババが創業 し た マ ン シ ョ ン か ら 今で も や る 習慣が あ

る 。  

§   ユーザー第一 、 社員第二 、 取引先第三 、 と い う 文化 を 徹底 し てい る 。 評価に も 入れて

る 模様 

§   1000 万の営利黒店舗 、 20億のユーザー 、 1 億の事業者が 、 2030年目標 ( 刻 ま れて る )  

§   タ オバオの個人間取引の安心のために ア リ ペ イ 会社がで き た 。 こ の ス ピ ー ド 間での責

任者の見極め と 集め方 と は 。  

§   ア リ ペ イ が な か な か進 ま な いか ら 、 TaoBaoの社長 を交代 さ せ 、 ア リ ペ イ の社長に兼務

さ せた ら すご い進んだ 、 と の こ と 。  

§   中国人は リ ーダーを 崇拝す る 文化が あ り 、 一度 リ ーダー と 認めた ら 、 盲目的につい て

行 く 傾向が あ る 。 ゆ え に戦略や構想 を 描 き 、 人格的に人 を 惹 き つけ る 優れた リ ーダー

がい る と 、 も のすご く ス ピ ーデ ィ に 、 実行に移 る 。  
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§   テ ン セ ン ト はボ ト ム ア ッ プで wechat が生 ま れた模様 。 テ ン セ ン ト の方が よ り 若者文化

で 、 若者受けす る プ ロ ダ ク ト 作 り に長け て る 感 じ 。 た だ 、 両者 と も 目標達成思考 、 実

力思考は異様に強 く 、 ダ メ な ら 解雇は末端社員が認知 し て いた 。  

 

（ その他 ）  

絶対的権力 を 持つ政府の介入が強い   

■ 国が企業に指示 を 飛ばす代わ り に 、 大 き な協力 を し てい る 。 国内に外資が入 ら な い よ

う に し て い る のは も ち ろ ん （ FB 、 Google 、 LINE全部だめ ）、 病院や空港な ど に 、 ト

ッ プ ダ ウ ン でデー タ を テ ン セ ン ト やア リ ババにいつ ま でに出せ 。 と い う 指示が飛ぶ 。

ア リ ババが航空会社向けの機械学習シ ス テ ム な ど は 、 ８ カ月の開発で リ リ ー ス と い う

脅威の ス ピ ー ド だ っ たのは 、 こ い う い う 背景が あ る 。  

 

特に深セ ン は 、 ハー ド の社会実験に関 し てはシ リ コ ン バ レ ー よ り ス ピ ー ド が早い 

■ 完成度 30% 程度で も オープ ン し 、 す ぐ に生の学習が始 ま る 。 大概失敗す る 。 店員がつ

き っ き り と か 。  

■ そ も そ も サー ビ ス やプ ロ ダ ク ト の品質水準が低 く 、 問題に な り に く い 。  

■ 深セ ン市が掲げて い る のが 、 時は金な り 、 効率は命な り 。 そ う い う 文化 を 意図的に作

っ て い る 。  

 

偉大な リ ーダー 、 実力主義 、 理想主義 、 ス ピ ー ド 主義   

■ ビ ジ ョ ン を 示 し ぐ い っ と 引っ 張 る 偉大な リ ーダー を 人々は求め 、 そ う い う 偉大な リ ー

ダーが強力な権限を持 っ て ビ ジ ョ ン実現のエ コ シ ス テ ム を 作 り 、 その元に 、 大量の人

材が集 ま り 、 実力主義 、 理想主義 、 ス ピ ー ド 主義で猛烈に ト ラ イ す る 。 し か も 、 人々

の品質に対す る 要求は低 く 完成度 30% な ら ぜんぜん問題が な い 。 （ 戦後の日本の急成

長は こ う だ っ たののではな いか ）   
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会社名 ： 株式会社オ ズ ビ ジ ョ ン 

氏名  ： 入江崇広 

 

報告内容 ： 全体所感 

視察日時 ： 2018年 7 月22日～ 7 月26日 

 

 本視察では世界的な ネ ッ ト サー ビ ス 企業で あ る ア リ ババ社 と テ ン セ ン ト 社への訪問 、 市

街で展開 さ れて い る 革新的な サービ ス の見学 を 通 し て網羅的な情報収集 を す る こ と がで き

た 。  

 

【 QR 決済につい て 】  

 中国で立ち寄っ た ど のお店に も 、 決済方法に テ ン セ ン ト 社の WeChatPay （ 微信支付 ） と

ア リ ババ社の alipay （ 支付宝 ） が導入 さ れていた 。 それぞれの ス マー ト フ ォ ン ア プ リ へ入

金 、 ま たは銀行口座や ク レ ジ ッ ト カー ド の登録 を す る こ と で 、 ス マー ト フ ォ ン のみで簡単

に支払い を 済 ま す こ と が可能だ っ た 。  

決済プ ロ セ ス は店舗の規模に よ っ て異な る が 、 例えば印刷 さ れて い る QR コ ー ド を ス マ

ー ト フ ォ ン ア プ リ で読み取 り 、 店員が伝え る 金額 を 入力す る だけ で決済がで き る 。 財布か

ら 現金 を 出すのに比べ る と 手間はか な り 小 さ く 、 ク レ ジ ッ ト カー ド や交通系プ リ ペ イ ド カ

ー ド 、 ス マー ト フ ォ ン な ど の非接触IC を 使っ た キ ャ ッ シ ュ レ ス 決済方法 と 比べて も 利便性

に差はな く と て も ス ムーズ な も のだ っ た 。  

そ し て現在は WeChatPay と alipay を 決済方法 と し て だけ ではな く 、 それぞれの決済プ ラ

ッ ト フ ォ ーム上で提供 さ れて い る 、 ア カ ウ ン ト 連携や決済の機能 を 応用 し たサー ビ ス 開発

が店舗に よ っ て行われて いた 。  

 

【 決済プ ラ ッ ト フ ォ ーム の応用 】  

 今回の視察では周黑鴨 （ ジ ョ ウ ヘ イ ヤー ） と い う 無人化の検証 を し て い る 店舗 を 見学 し

た 。 店舗の入 り 口に設置 さ れて い る カ メ ラ で顔 を 識別す る と 、 ス マー ト フ ォ ン を 出す こ と

な く 買い物を 済 ま せ る こ と がで き る 。 決済プ ラ ッ ト フ ォ ーム と の連携は 、 WeChat 上で提

供 さ れて い る 周黑鴨の ミ ニ プ ロ グ ラ ム を イ ン ス ト ール し 、 その ミ ニ プ ロ グ ラ ム で顔 を 撮影

し て WeChat の ア カ ウ ン ト と 紐づけ る だけ で完了す る 。  

同様の仕組みが コ ン ビ ニや ス ーパーに広がれば 、 忙 し い ビ ジ ネ ス マ ンや 、 小 さ な子供の

面倒 を 見なが ら 買い物 を し て い る 主婦に と っ ては 、 レ ジ前の行列に並ぶ煩わ し さ が な く な

る 。  

 ま た 、 購買履歴か ら リ アル タ イ ム でその人に合 っ た商品 を デ ィ ス プ レ イ 上に表示す る 取

り 組み も あ る 。 オ ン ラ イ ン シ ョ ッ ピ ン グ では よ く 行われて い る 購買履歴に基づいた レ コ メ

ン ド も 、 ア カ ウ ン ト 情報が取得 し やす く な る ためオ フ ラ イ ン の実店舗で も 実現可能に な

る 。  

 

【 日本での QR 決済の展開につい て 】  

 日本で も メ ガバ ン ク や大手 EC 、 チ ャ ッ ト サー ビ ス や携帯キ ャ リ アやFintechベン チ ャ
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ーが QR 決済サー ビ ス の展開に名乗 り を 上げてお り 、 導入店舗 も 増え て い る 。  

そ し て今後 、 QR 決済の導入店舗が増え た先には 、 その QR 決済のプ ラ ッ ト フ ォ ーム を

活用す る こ と に よ る 利便性向上や販促の取 り 組みが考え ら れ る 。  

 

今回視察 し た よ う な店舗での新た な サー ビ ス 開発は も ち ろ ん 、 日本での QR 決済の展開

の動向に も 目 を 向け 、 IT企業 と し て ど の よ う な取 り 組みが店舗 と で き る かの可能性 を こ れ

か ら 考え て い き たい 。  
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Ⅴ . 日中情報サービス産業懇談会参加報告 

 

CSAJ アジアビジネス研究会主催中国視察ツアー 

（オプション）第 16 回日中情報サービス産業懇談会 出席報告書 

 

一般社団法人コンピュータソフトウェア協会 

理事・事務局長 

原 洋一 

 

日 時： 2018 年 7 月 27 日 ( 金 )  9:00-17:30  

場 所：シェラトンホテル済南 

主 催：済南市人民政府 / 中国ソフトウェア産業協会 (CSIA)/ 情報サービス産業協会

(JISA)  
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【済南市】 

山東省の省都の済南市は、面積： 7998k ㎡ ／ 732 万人の都市で、一人当たりの GDP

は98,967元で世界トップ 500 社のうち 57 社が進出している。北京、上海など中国の主要

都市まで新幹線や道路でつながり、日本企業も富士ソフトや NEC などが進出している   
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【第 16 回日中情報サービス産業懇談会】 

 

 

 

 

 

 

テーマ：新起点 新融合 新动能 

新しいスタート、新しい融合、新しい発展動力 

 
日本からは経産省はじめ JISA浜野副会長、小脇副会長兼専務

理事他 29 社が参加し、 CSAJ からは吉田理事（アジアビジ

ネス研究会主査）や会長会社から吉田氏が参加した。 
 
経産省  商務情報政策局  情報産業課 和泉企画官からは 
日本の得意とする領域やサイバーセキュリティの取り組み 
Society5.0 型サプライチェーンへの対応など話し、 
「Connected Industries」に基づく METI の新OSS戦略など 
講演がありました。 
 
 
他にも日本企業からは「日本の IT 人材不足とオフショア 2.0 」や「工場スマート化に必

要な IoT 組込み設計」「データ保護に関する日中間協力」など講演があり、日中の今後の

在り方について、考える機会となる内

容がありました。 
最後に CSIA 常務理事 周密氏をモ

デレータに BCN 奥田会長や CAC 大

須賀理事など数名でパネルディスカッ

ションを行い、“「日本＋中国＋ｘ」

の新しい協業モデルへ“を議論しまし

た。 
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今回の様々な講演を聞いていた中では、全体的にアウトソーシングやオフショアという今

までと変わりのない内容となっていましたが、大須賀氏からあった内容として、日本で開

発した顔認証ソフトを中国という大きな市場で実証実験を行っているという話が合った。

これが今後の日中の関係として表れているのではないかと感じました。いわゆるサンドボ

ックスとしての考え方で、日本のさまざまな規制の中でではなく、中国の人口の多さ、 6
割で市場に出荷し、運用で修正していくと言う大らかさは“「日本＋中国＋ｘ」の新しい

協業モデル“ではないかと思いました。 
 
以上 
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Ⅳ ． 総括 

 

今回の深セン・杭州の視察であらためて感じさせられたのは、中国の物を作りだすスピー

ドの速さだった。 

開発のコストをそれほどかけずに最低限の製品やサービスを短期間で作り、顧客に提供し、

実証実験しながら改善を繰り返す「リーンスタートアップ」を、いたるところで実践して

いる。 

日本のように「石橋を叩いて渡らない」ような世界はここになかった。知的財産、個人情

報保護、安心・安全など日本では最初に懸念される問題が、中国においては、懸念点も考

慮するが、それよりも、物事を前に進めることを優先しているかのようにスピード重視で

物を作りだしていた。少しくらいうまく動かなくてもそれは愛嬌として許容されているか

のようだった。 

WeChat Pay や無人店舗など QR コードをかざして決済する仕組みを試したが、日本の電

子マネーによる決済の方が確かにスマートだが、サービスの多様性、柔軟性、手軽さにお

いては中国の方が上だと感じた。中国の方が参入障壁や設備投資がはるかに低く抑えるこ

とも可能だ。 

IT関連で実証実験を行うにも、深センのような若者だけの経済特区の街はうってつけの場

所となっていた。国がスマートシティ化を提唱し、それを十分に実践できる環境がすべて

整っていた。更に、作ったソリューションやサービスを中国国内だけの展開に限定したと

しても日本の 10 倍の市場だ。誠にうらやましい環境がすべて揃っている。 

AIプラットフォームの分野でも、中国政府が企業毎に主力分野を分けて支援する体制が整

っていた。 

今回訪問した 2 社でも、 

・テンセントは医療分野におけるスマート医療 

・アリババは交通分野におけるスマートシティ 

のプロジェクトが進んでいた。国が支援することによりその技術発展のスピードは加速さ

れ、その精度や利便性も日々向上している。これらサービスは、中国の他都市への拡大だ

けでなく海外への輸出も視野に入れて更なる発展を遂げるシナリオを描いていた。 

官民一体化しセグメント分けした事業開発の体制と、それを加速させる社会環境の構築は、

あらためて日本も学ぶべきところがあるのではないかと強く感じた。 

 

このように、既に日本より先に行った感が強い中国を今回の 2 都市の訪問で垣間見た訳だ

が、ただ ” 別の中国の顔 ” を、今回の視察のオプショナルツアーで訪問した済南の「第

16 回  日中情報サービス産業懇談会」で見ることができた。ちなみに、この「日中情報

サービス産業懇談会」も 7 年ぶりの開催であった。 

この懇談会での話題は、アウトソーシングやオフショア開発など 7 年前と変わらない言葉

が飛び交っていた。前日まで視察した 2 都市とのギャップに、少しの驚きもあったが、こ

れも中国の実態なのかと少し安心も覚えた。デジタル・トランスフォーメーションや IoT

などの新しいキーワードが盛り込まれていたものの、依然として日本の技術に関しては学

ぶべきものが多いという中国の別のスタンスがここにあった。 
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この懇談会では、細かい事を考えずに突き進む中国と、細かい事まで丁寧に仕上げる日本

の両方の良いところを合わせてより良い物を生み出そうとしている現在の中国の思いを強

く感じた。 

 

今回の 7 日間の視察で、両方の側面をもった中国を見ることができた。 

この視察で得られた結果として、日本が今後どのように中国と付き合うべきなのかを考え

た時に、現時点ではまだ漠然とした考えではあるが「日本は、中国の特徴でもある実証実

験の場と巨大な市場をうまく利用することができれば、日本にとってスピードが生まれ、

中国にとっても新たな推進力を得られる」ということだ。ただ、それが具体的に何をどう

すればいいのか、はっきりとした答えは出ていないが、今後も日中間の交流が継続して行

く中で両方の特徴を生かした新たなビジネスが生まれることを期待する。 

 

今回の視察は、観光する時間が取れないほど盛沢山の視察だった。 

今回参加してもらった視察団メンバーの方々には、自由時間がなかったことに関しては少

し申し訳ない気持ちと、更に、個別レポートとしてここにご報告頂きましたことを、あら

ためて感謝申し上げます。 

 

最後に、この素晴らしい視察旅行を実現して頂いた、ＳＢクラウド様をはじめとした全て

の関係者の皆様に心から感謝の意を表します。 

 

 

 

 

                 一般社団法人 コ ン ピ ュ ー タ ソ フ ト ウ ェ ア協会  理事 

                           ア ジ ア ビ ジ ネ ス研究会  主査 

                              株式会社ア ス ペ ッ ク ス 

吉田  一也   

 


